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令
和
５
年
度  

施
政
方
針

「
住
ん
で
み
た
い
」
そ
し
て
「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と

�
言
わ
れ
る
よ
う
な
活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
の
実
現

　
３
月
１
日
、
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
豊
田
市
長
は
令
和
５
年
度
の
市
政
運
営
の

基
本
方
針
と
重
要
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
施
政
方
針
」
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に

つ
い
て
、
第
５
次
北
茨
城
市
総
合
計
画
の
６
つ
の
基
本
目
標
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

【「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
　
～
重
点
施
策
の
推
進
～
】

　

新
た
な
成
長
産
業
と
し
て
経
済
的
な
効
果

も
期
待
さ
れ
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を

目
指
し
、
昨
年
８
月
に
は
経
済
産
業
省
か
ら

全
国
10
自
治
体
の
一
つ
と
し
て
「
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
事
業
実
施
可
能
性
調
査
事
業
」
の
採

択
を
受
け
、
立
地
環
境
等
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

調
査
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
本
年
は
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘

致
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
子
育
て
世
帯
応
援
商
品
券
の
贈

呈
、
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化

お
よ
び
子
ど
も
の
家
の
開
設
な
ど
の
子
育
て

支
援
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
は
、

子
育
て
世
代
の
定
住
化
等
を
図
る
第
２
期
子

育
て
支
援
住
宅
の
整
備
や
小
中
学
校
と
も
に

給
食
費
を
無
償
化
す
る
な
ど
、
更
な
る
子
育

て
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

国
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で

多
様
な
幸
せ
が
実
現
で
き
る
社
会
を
目
指
し

て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
化
の

方
向
性
を
明
確
に
す
る
た
め
「
北
茨
城
市
Ｄ

Ｘ
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
地
域
に
密
着
し

た
デ
ジ
タ
ル
化
や
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図

り
ま
す
。

１　

�

市
民
が
主
役
の
持
続
可
能
な
ま
ち

　
　
づ
く
り
（
市
民
参
画
・
行
財
政
運
営
）

　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
加
速
す
る
た

め
、
行
政
情
報
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
お
よ

び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
を
図
り
、
協
働
へ

の
参
加
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
公
共
的
・

公
益
的
な
地
域
活
動
へ
の
必
要
な
支
援
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現

や
新
入
学
児
に
贈
呈
す
る
ラ
ン
ド
セ
ル
の
多

色
化
な
ど
を
通
じ
、
多
様
性
等
へ
の
認
知
向

上
に
努
め
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
常
会
等
の
街
路
灯
を
市
へ
移

管
し
、
防
犯
灯
と
あ
わ
せ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図

る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
化
や
常
会
等
の
負
担
軽

減
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
市
役
所
内
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
始
め
と
す
る
電
気
設
備
の
改
修
工
事

に
よ
り
省
エ
ネ
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２　

�

誰
も
が
元
気
で
、
み
ん
な
で
支
え
あ
う

ま
ち
づ
く
り
（
健
康
・
医
療
・
福
祉
）

　

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
に
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い
伴

走
型
相
談
支
援
と
一
体
的
に
、
産
後
ケ
ア
事

業
や
出
産
育
児
用
品
購
入
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
健
診
時
に
医
師

の
診
断
が
必
要
と
さ
れ
た
方
へ
の
受
診
勧
奨

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
重
症

化
等
を
予
防
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応

し
た
総
合
相
談
を
行
う
元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

等
を
拠
点
に
、
医
療
・
介
護
・
予
防
等
の
支

援
を
包
括
的
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
責
務

を
果
た
す
べ
く
、
医
療
従
事
者
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
等
の
充
実
を
図
る
こ
と

で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
医
療
提
供
体
制
を
実
現
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
医
療
費
の
適

正
化
に
取
り
組
み
、
医
療
福
祉
費
支
給
制
度

で
は
、
妊
産
婦
へ
の
助
成
を
通
じ
た
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

３　

�

ふ
る
さ
と
を
想
う
教
育
・
文
化
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
（
教
育
・
文
化
）

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
確
か
な
学

力
を
育
む
に
あ
た
っ
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ

コ
ン
の
効
果
的
な
活
用
を
促
進
し
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
努
め
る
ほ
か
、

８
名
の
外
国
語
指
導
助
手
に
よ
る
外
国
語
教

育
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

い
じ
め
や
不
登
校
の
未
然
防
止
、
筑
波
大
学

と
の
連
携
に
よ
る
体
育
活
性
化
事
業
等
に
よ

り
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
身
体
を
育
み
ま
す
。

　

中
学
校
の
部
活
動
に
お
い
て
は
、
学
校
の

小
規
模
化
等
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
に
親
し
む
機
会
を
提
供
す
る

た
め
、
本
市
の
地
域
性
に
沿
っ
た
地
域
移
行

の
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
、
さ
ら
に
、
特
別

教
室
へ
の
空
調
設
備
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、

学
校
施
設
の
充
実
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
給
食
費
の
無
償

化
と
あ
わ
せ
て
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
り

弁
当
を
持
参
す
る
世
帯
へ
の
補
助
を
開
始
す

る
な
ど
、安
全
確
保
に
も
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
「
と
れ
ふ
る
」
の
一
層
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
で
あ
る
「
期
待
場
」
に
お
い
て
は
、

東
京
藝
術
大
学
と
連
携
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
増
進
や
体
力
づ
く
り
の
機
運

▲施政方針を述べる豊田市長
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加
え
て
、
市
内
の
重
要
な
幹
線
道
路
に
つ

き
ま
し
て
も
、
通
学
路
や
災
害
時
の
輸
送
路

と
な
る
「
駅
西
停
車
場
・
豊
田
線
」
の
早
期

完
成
を
目
指
し
て
整
備
を
推
進
し
、
歩
道
整

備
や
冠
水
対
策
な
ど
、
地
域
の
要
望
事
項
に

つ
い
て
着
実
に
改
善
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
通
学
路
等
に
お
け
る
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
撤
去
に
対
す
る
補
助
事
業
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

旧
磯
原
中
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
第
２
期
子
育
て
支
援
住
宅
の
整
備
を
計

画
し
、
残
り
の
区
画
に
つ
い
て
も
、
住
宅
分

譲
用
地
と
し
て
民
間
事
業
者
へ
の
公
売
を
進

め
、
さ
ら
に
、
跡
地
の
中
央
部
に
は
、
旧
中

学
校
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
メ
モ
リ
ア
ル
公
園

を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
持
続
可
能

で
効
率
的
な
経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
の
強
化
を
図
り
、
下
水
道

事
業
に
つ
い
て
は
、
供
用
区
域
の
拡
大
と
利

用
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
華
川

町
上
小
津
田
地
区
の
地
籍
の
明
確
化
を
図
り
、

全
国
的
な
課
題
で
あ
る
社
会
資
本
の
老
朽
化

対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁

の
修
繕
、
上
下
水
道
施
設
等
の
改
築
、
臼
場

市
営
住
宅
の
改
修
工
事
な
ど
を
進
め
ま
す
。

５　

�

人
と
地
球
に
や
さ
し
い
安
全
な
ま
ち

　
　
づ
く
り
（
自
然
環
境
・
生
活
環
境
）

　

４
月
か
ら
稼
働
す
る
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、

環
境
負
荷
の
低
減
や
、
焼
却
熱
を
利
用
し
た

発
電
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
年
間
約
１
億
円
の
電

気
料
金
の
削
減
効
果
を
発
揮
す
る
施
設
で
す
。

施
設
東
側
に
は
周
遊
型
遊
歩
道
を
整
備
中
で

あ
り
、
本
年
は
憩
い
の
場
の
整
備
計
画
に
着

手
し
ま
す
。
な
お
、
既
存
の
清
掃
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
解
体
工
事
の
実
施
や
跡
地
の

利
活
用
策
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

墓
地
承
継
者
の
不
在
等
の
課
題
に
対
し
て

は
、
泉
沢
霊
園
内
に
「
合
葬
式
墓
地
」
を
整

備
し
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
選
択
肢
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
本
市
は
日
本
海
溝
・
千
島
海

溝
周
辺
海
溝
型
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
著

し
い
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
防
災
対

策
推
進
地
域
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防

災
対
策
推
進
計
画
」
を
作
成
し
、
地
震
防
災

の
取
組
強
化
に
加
え
て
、
後
発
地
震
情
報
が

発
信
さ
れ
た
場
合
の
対
応
等
を
定
め
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

機
能
な
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
迅
速
な
災
害
情
報
の
把
握
等
を
実

現
し
、
よ
り
確
実
な
消
防
・
救
急
活
動
に
つ

な
げ
ま
す
。

６　

�

創
意
に
満
ち
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

（
地
域
産
業
の
振
興
）

　

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
用
稲
等
に
対
し
、

市
独
自
の
補
助
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
農
業

経
営
所
得
の
減
少
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、

遊
休
農
地
を
解
消
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
農

作
業
の
省
力
化
や
軽
労
化
に
加
え
、
華
川
町

下
相
田
地
区
に
お
け
る
県
営
ほ
場
整
備
事
業

等
を
通
じ
、
農
地
を
集
約
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
間
伐
等
の
施
業

の
集
約
化
を
推
進
し
、
水
産
業
に
お
い
て
は

漁
港
の
機
能
強
化
を
図
る
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
等
を
進
め
ま
す
。

　

雇
用
の
場
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
企

業
誘
致
奨
励
金
等
の
優
遇
制
度
な
ど
に
よ
り

88
社
の
進
出
が
実
現
し
、
工
業
団
地
全
区
画

へ
の
企
業
立
地
が
完
了
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
進
出
企
業
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、

新
た
な
企
業
進
出
用
地
を
確
保
し
て
い
き
ま

す
。

　

観
光
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
観
光

資
源
の
核
と
な
る
富
士
ケ
丘
地
区
の
キ
ャ
ン

プ
場
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
茨
城
県
と

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
行
う「
茨
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
を
踏
ま
え
、

情
報
発
信
の
強
化
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

等
を
進
め
ま
す
。

※�

施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問

企
画
政
策
課　

企
画
調
整
係

�

内
２
３
１

に
応
え
る
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
楽
し
め
る
「
華
川
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク
」
や
磯
原
海
岸
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
」の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
に
お
き
ま
し
て
は
、
古
文

書
や
地
図
等
の
貴
重
な
資
料
を
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
提
供
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

４　

�

安
ら
ぎ
と
利
便
性
が
高
い
ま
ち
づ
く
り

（
都
市
基
盤
）

　
「
国
道
６
号
関
本
・
勿
来
バ
イ
パ
ス
」
お
よ

び
「
二
市
連
絡
幹
線
道
路
」
の
開
通
は
、
災

害
時
の
避
難
路
と
し
て
の
機
能
や
交
通
利
便

性
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
人
流
や
経
済
の
活

性
化
、
さ
ら
に
医
療
、
救
急
、
防
災
等
の
面

で
広
域
的
な
連
携
が
期
待
さ
れ
る
な
ど
、
地

域
社
会
構
築
の
基
盤
に
な
る
も
の
と
確
信
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
身
全
霊
を
傾
注
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲学校給食の無償化

▲駅西停車場・豊田線（磯原町）
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当
初
予
算
の
概
要

　
一
般
会
計
予
算
総
額

　

一
般
会
計
予
算
額
は
市
政
全
般
に

使
う
お
金
で
、
そ
の
額
は
１
９
１
億

５
千
万
円
、前
年
度
と
比
べ
６
・
２
％

の
増
額
で
す
。

一
般
会
計
歳
入
（
収
入
）

　

前
年
度
と
比
較
し
、
市
税
は
３
・

８
％
増
の
62
億
１
９
２
４
万
７
千

円
、
地
方
交
付
税
は
６
・
３
％
減
の

36
億
９
２
１
８
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
市
債
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
解

体
事
業
、
小
中
学
校
空
調
整
備
事
業

等
が
増
と
な
り
前
年
度
に
比
べ
３
億

９
６
７
０
万
円
増
額
の
16
億
２
９
９

７
万
６
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出
（
支
出
）

　

民
生
費
は
社
会
保
障
費
の
増
に
よ

り
１
・
６
％
の
増
額
、
衛
生
費
は
清

掃
セ
ン
タ
ー
解
体
事
業
費
の
増
に
よ

り
７
・
４
％
の
増
額
、
総
務
費
は
庁

舎
維
持
管
理
工
事
等
の
増
に
よ
り

６
・
０
％
の
増
額
、
土
木
費
は
旧
磯

原
中
学
校
跡
地
公
園
整
備
工
事
等
の

増
に
よ
り
15
・
２
％
の
増
額
、
教
育

費
は
小
中
学
校
の
特
別
教
室
空
調
整

備
工
事
等
の
増
に
よ
り
26
・
５
％

の
増
額
、
消
防
費
は
災
害
対
応
特

殊
救
急
車
購
入
費
等
の
増
に
よ
り

10
・
３
％
の
増
額
、
農
林
水
産
業
費

は
茜
平
総
合
交
流
施
設
改
修
工
事
費

の
減
、
森
林
意
向
調
査
準
備
業
務
委

託
料
等
の
増
に
よ
り
前
年
度
と
同
程

度
、
商
工
費
は
新
キ
ャ
ン
プ
場
整
備

事
業
の
減
に
よ
り
９
・
９
％
の
減

予算総額　364 億 6,546 万 6 千円

一般会計         191 億 5,000 万円

特別会計　  92 億 4,860 万 9 千円

企業会計　  80 億 6,685 万 7 千円

令和５年度　予算の概要
本市の令和５年度当初予算が、　　 第１回市議会定例会を経て成立しました。
ここでは会計別にその内容を　　 お知らせします。

会 計 区 分 今年度予算額 前年度予算額 比　　較 増減率(％)

一 般 会 計 191億 5,000 万円 180 億 4,000 万円 11 億 1,000 万円 6.2

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 43 億 8,237 万 9 千円 43 億 2,381万 3 千円 5,856 万 6 千円 1.4

水 沼 診 療 所 744 万 8 千円 747 万 1千円 △ 2 万 3 千円 △ 0.3

介 護 保 険 42 億 4,769 万 8 千円 40 億 9,065 万 2 千円 1 億 5,704 万 6 千円 3.8

後期高齢者医療 6 億 1,108 万 4 千円 5 億 9,492 万 7 千円 1,615 万 7 千円 2.7

企 

業 

会 

計

上 水 道 23 億 4,287 万 7 千円 21億 5,386 万 1千円 1 億 8,901 万 6 千円 8.8

工 業 用 水 道 2 億 4,113 万 4 千円 2 億 2,991万 7 千円 1,121 万 7 千円 4.9

市 民 病 院 43 億 2,462 万 2 千円 41億 6,252 万 6 千円 1 億 6,209 万 6 千円 3.9

下 水 道 11億 5,822 万 4 千円 10 億 371万 8 千円 1 億 5,450 万 6 千円 15.4

市税
62 億 1,924 万 7 千円（32.5%）

自
主
財
源

（52.3％）

依
存
財
源

（47.7％）

歳入

市債
16 億 2,997 万 6 千円（8.5%）

諸収入
4 億 8,176 万 3 千円（2.5%）使用料および手数料

2 億 8,254 万 2 千円（1.5%）繰越金  2 億円（1.0%）

分担金及び負担金
1,924 万 8 千円（0.1%）
財産収入等
1 億 7,026 万 2 千円（0.9%）

国県支出金
39 億 5,182 万 8 千円

（20.6%）

各種交付金
12 億 7,352 万 9 千円（6.7%）

地方譲与税 2 億 508 万 1 千円（1.1%）

地方交付税
36 億 9,218 万円

（19.3%）

繰入金
10 億 2,434 万 4 千円（5.3%）

191億
5,000万円

市民税（38.5%）
23 億 9,148 万 6 千円

固定資産税（50.2%）
31 億 2,270 万 6 千円

軽自動車税 （2.4%）
1 億 4,711 万 6 千円

市たばこ税 （6.0%）
3 億 7,200 万円
都市計画税 （2.7%）
1 億 7,091 万 3 千円

入湯税（0.2%）
1,502 万 6 千円

市
税
の
内
訳

令和５年度会計別当初予算� ※△はマイナスを表します。



5
広報 きたいばらき ４月号

額
、
議
会
費
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
予
算

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
な

ど
４
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
合
計
は

92
億
４
８
６
０
万
９
千
円
で
、
前
年

度
と
比
べ
２
・
６
％
の
増
額
で
す
。

企
業
会
計
予
算

　

企
業
会
計
予
算
は
、
上
水
道
、
工

業
用
水
道
、
市
民
病
院
お
よ
び
下
水

道
事
業
の
予
算
で
、
前
年
度
と
比
べ

６
・
８
％
増
の
80
億
６
６
８
５
万
７

千
円
で
す
。

令和５年度　予算の概要
本市の令和５年度当初予算が、　　 第１回市議会定例会を経て成立しました。
ここでは会計別にその内容を　　 お知らせします。

市民一人あたりに使われるお金
475,505 円

民生費 衛生費 公債費 総務費 土木費

158,564 円 63,825 円 55,673 円 50,686 円 46,224 円 

教育費 消防費 農林水産業費 商工費 議会費

43,543 円 21,691円 17,242 円 7,775 円 5,163 円 

歳出

民生費
63 億 8,586 万 5 千円

（33.3%）

公債費
22 億 4,212 万 8 千円

（11.7%）

191億
5,000万円

総務費
20 億 4,129 万 3 千円

（10.7%）

教育費
17 億 5,362 万 2 千円

（9.2%）

衛生費
25 億 7,041 万 2 千円

（13.4%）

消防費
8 億 7,356 万 5 千円

（4.6%）

土木費
18 億 6,159 万 9 千円

（9.7%）

農林水産業費
6 億 9,438 万 5 千円（3.6%）

商工費
3 億 1,312 万 4 千円（1.6%）

議会費  2 億 794 万 7 千円（1.1%）
その他 2 億 605 万円（1.1%）

災害復旧費 1 万円（0.0%）

市庁舎空調・電気設備等改修事業 ２億 7,874 万円

　老朽化した市庁舎の空調・電気設備（照明
LED 化等）などの改修工事を行います。

新清掃センター周辺環境整備事業 1,000 万円

　新清掃センター屋外周遊型リサイクル展示施
設内広場の設計業務を行います。

街路灯・防犯灯 LED 化事業 3,918 万円

　区および常会管理の街路灯について、市管理の防犯
灯（LED 灯）へ移管します。また、既存の防犯灯につ
いても、順次 LED 灯への交換を行います。

小児市助成医療費扶助事業 5,317 万円

　18 歳までの医療費無料化を引き続き実施します。

合葬式墓地整備事業 4,000 万円

　少子高齢化や核家族化による墓地の承継に関
する問題が顕在化してきたことを受け、合葬式
墓地施設の整備工事を行います。

茜平総合交流施設改修事業 6,920 万円

　サービスの向上や施設の安全・安心な管理運
営を図るため、茜平総合交流施設（マウントあ
かね）の大規模リニューアル工事を引き続き行
います。

転作達成促進事業補助金 8,670 万円

　米の生産調整の推進や水田農業の経営安定を
図るため、転作作物を作付けした方に対し、補
助金を交付します。

揚枝方地区キャンプ場整備事業 1,500 万円

　交流人口の一層の拡大を図るため、関本町富
士ケ丘揚枝方地区に自然景観と融和したキャン
プ場の整備を引き続き行います。

旧磯原中学校跡地公園整備事業 ２億 339 万円

　旧磯原中学校跡地を利活用し、公園整備を行
います。

市営臼場住宅長寿命化改修事業 9,656 万円

　老朽化した市営臼場住宅の長寿命化改修工事
を行います。

災害対応特殊救急車整備事業 4,024 万円

　高度な資機材を装備する高規格救急自動車の
更新を行います。

地域防災計画策定業務委託料 499 万円

　日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震に対応し
た計画を策定します。

小中学校特別教室空調整備事業 １億 7,662 万円

　小中学校特別教室の空調設備の整備を行います。

デジタルアーカイブ事業 １,053 万円

　市内の郷土資料をデジタル資料として作成・
保存し、図書館ホームページ上で「北茨城市デ
ジタルアーカイブ」として公開します。

学校給食費補助金 １億 3,238 万円

　中学校生徒の給食費の無償化を引き続き実施
し、小学校児童についても無償化を実施します。

予算に計上された主な事業

※ 金額は予算額を3月1日現在の人口（40,273人）で割ったもの 問 財政課　財政係　内３４２、３４３
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北茨城市長選挙の投票日です！
5月21日㈰は Kitaibaraki City Mayor Election

　投票できる方　　　　　　　　　　　　　　　　　
　平成 17年５月22日までに生まれた方で、令和５年２
月13日までに本市に転入（住民登録）し、引き続き住
民基本台帳に記録されている方
　住所を移した方への注意　　　　　　　　　　　　
○投票の前に市外に転出すると、投票できません。
○�４月 22 日以降に市内で転居した方は、転居前の投票
区または共通投票所で投票することとなります。
　選挙期日当日の投票所　　　　　　　　　　　　　
　投票所は４月 21 日現在の住所によって定められ、入
場券にてお知らせします。
　なお、当日開設する３３カ所の投票所のうち３カ所を共
通投票所として開設します。
　共通投票所では、この選挙の選挙権を有する方であ
れば、住所に関係なく投票できます。

＜共通投票所＞
　◎北茨城市役所（兼�旧磯原）
　◎ヨークベニマル中郷店駐車場内（兼�中郷第一）
　◎北部市民サービスセンター（兼�大津第三）

　入場券　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　入場券は５月14日以降に送付します（郵便の状況によ
り前後することがあります）。
　入場券が届いていない場合や紛失してしまった場合
は、運転免許証等で本人確認することで投票できますの
で、投票所の係員に申し出てください。
　期日前投票　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　仕事やレジャーなどで投票できない方は、期日前投票
を利用しましょう。期日前投票所は、次の３カ所に開設し
ます。場所により投票時間が異なるので注意の上、ご利
用ください。
　なお、期間後半になるにつれ混雑する傾向にあります。
混雑時は、投票までにお時間をいただく場合があります。

　不在者投票　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　出張や入院などで期日前投票も利用できない方は、
不在者投票を利用しましょう。
　投票用紙の請求から投票完了までに数日かかるた
め、要件に当てはまるか確認の上、早めの請求をおす
すめします（告示日前でも請求は可能です）。

　開　票　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　５月２１日㈰午後８時から開票を行います。
　今回は、北茨城市民体育館で行いますので、ご注意
ください。なお、参観にあたっては、駐車場および参
観人席に限りがありますので、あらかじめご了承くだ
さい。

　投開票速報　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　投開票当日に市ホームページに掲載しますのでご覧
ください。
https://www.city.kitaibaraki.lg.jp/
docs/2023012500014/

要　件 投票用紙の請求方法

出張・旅行等で市外に
滞在している方

市選挙管理委員会に請求するこ
とで、滞在先の選挙管理委員会
で投票できます。

病院・老人ホーム等に
入院・入所している方

都道府県の選挙管理委員会が指
定した施設であれば、その施設
で投票できます。施設の事務員
に申し出てください。

重度の障がいがある方
で『郵便等投票証明書』
の交付を受けている方

郵便等により自宅で投票できます。
郵便等投票証明書の交付を受け
られる要件は次のとおりです。
〇�身体障害者手帳の交付を受け
ている場合
　�両下肢１･２級、体幹１･２
級など
〇要介護認定を受けている場合
　要介護５�
※詳しくはお問い合わせください。

期間　５/15㈪～５/20㈯

 問 総務課内　選挙管理委員会　内３２１、３２2

期　　間 場　　所 時　　間

５/15 ㈪

～

５/20 ㈯

北茨城市役所
１階ロビー

午前８時30分
～午後８時

ヨークベニマル
中郷店駐車場内 午前９時

～午後８時北部市民サービス
センター

みんな
で投票に行こう！

移
動
期
日
前

　
　
　 投
票
所

移動期日前投票
今回の選挙では、投票機会の拡大を
図るため、バスで地域を巡回する移
動期日前投票を実施します。

⇒詳しくは左のページをご確認ください。
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５

１８

(木)

５

１７

(水)

移
動
期
日
前

　
　
　 投
票
所

① 9:00 ～10:15 ② 11:00～12:15 ③ 13:30～14:45 ④ 15:30～16:45

① 9:00 ～10:15 ② 11:00～12:15 ③ 13:30～14:45 ④ 15:30～16:45

仁井田集会所

市営下桜井団地
４号棟前 華川町公民館 おはよう館

（磯原町磯原）
ジェイ・ケイ・リアルタイム
茨城営業所（中郷町日棚）

平潟漁港 JA常陸五浦支店 五浦観光ホテル
 従業員駐車場

移 動期日前投票所を開設します！
北茨城市長選挙の選挙権を有する方であれば地域を問わずご利
用いただけます。
次の日時・場所で巡回しますので、ぜひご利用ください。

水戸ホーリーホックホームタウン
ＰＲ大使が決定！

21歳  背番号25  千葉県出身
ＭＦ  在籍年数２年目

▲鵜木 郁哉 選手
うのき ふみや

26歳  背番号40  兵庫県出身
DＦ  在籍年数２年目

▲黒石 貴哉 選手
くろいし たかや

 問 生涯学習課　スポーツ振興係　内４２１

　水戸ホーリーホックでは、ホーム

タウン市町村との相互連携と関係強

化を目的に、トップチーム所属選手

たちを「ホームタウンＰＲ大使」と

して２０２３シーズンの活動を行い

ます。北茨城市もホームタウン市町

村となり、１月１５日㈰に開催され

た「ホームタウンＰＲ大使公開ドラ

フト会議」で北茨城市の「ホームタ

ウンＰＲ大使」が決定しました。

　鵜木選手と黒石選手には 1年間北

茨城市の魅力をＰＲしていただきま

す！
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～新型コロナワクチン接種関連情報～
　新型コロナワクチンの無料接種期間が、令和６年３月末まで延長されました。

【対象者】※対象者によって、接種時期や回数が異なります。

＜ご注意ください＞
　令和４年秋開始接種は、５月７日㈰で終了します。１２歳～６４歳の方で、『医療従事者等でない方』と『基
礎疾患がない方（健康な方）』は、令和５年春開始接種期間（令和５年５月８日から８月末まで）は接種がで
きません。

【令和５年春開始接種の接種券発送予定】
　６５歳以上の方で、オミクロン株ワクチン接種をすでに 1回接種した方へ、令和５年４月中旬より前回接種
日順に接種券を発送します。また接種を希望する方で、オミクロン株ワクチンをまだ接種していない方は、お
手元にある接種券をご使用ください（通知はしません）。
　基礎疾患のある１２歳～６４歳の方で接種を希望する方や市外に勤務す
る医療従事者・介護従事者の方は、右記の電子申請または、市コールセ
ンター（午前８時 30 分～午後５時 15 分　平日のみ）へお申し込みくだ
さい。
　市内の医療従事者・介護従事者等の方は、対応について勤務場所へお
問い合わせください。
　
【小児のオミクロン株ワクチン接種について】　
　追加接種用として、小児用オミクロン株対応ワクチン接種が可能となりました。
▷対象者　①�小児用従来株ワクチンで１・２回目接種を完了した５歳～１１歳の方
　　　　���②�小児用従来株ワクチンで 3回目を接種した５歳～１１歳の方　　　　　

※�令和５年３月２４日現在の情報です。最新の情報については、市ホームページをご確
認ください。
� 問 �市新型コロナワクチン接種コールセンター　☎４４－６７７０

オミクロン株ワクチン
接種対象者

３月８日～５月７日 ５月８日～８月末 ９月以降
令和４年秋開始接種
（オミクロン株１人１回接種）

令和５年春開始接種
（オミクロン株追加接種①）

令和５年秋開始接種
（オミクロン株追加接種②）

12 歳以上
12歳以上用
ワクチン

65歳以上 〇 〇 〇

基礎疾患あり 〇 〇 〇

医療従事者等 〇 〇 〇
上記以外

（健常な 65歳未満） 〇 × 〇

５～ 11歳
小児用
ワクチン

基礎疾患あり 〇 〇 〇

上記以外
（健常な小児） 〇

×
〇オミクロン株ワクチンを 1回

も接種していない方はO

生後６か月～４歳（初回接種） 〇（従来株ワクチン使用）

初回接種 (１、２回目）未完了者 〇（従来株ワクチン使用）

接種券申請電子フォーム

（詳しくはこちら↓）

（基礎疾患、医療・介護従事者等）
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日付 会　場 時　間

４
月
19
日
㈬

大 塚 郵 便 局 隣 9:00�～�9:10
半 蔵 公 民 館 9:15�～�9:25
峰 岸 公 民 館 9:30�～�9:40
西 明 寺 公 民 館 9:45�～�9:55
木皿シルバーコミュニティーセンター 10:00�～�10:15
石 岡 区 民 会 館 10:20�～�10:30
市 営 石 岡 住 宅 10:35�～�10:45
足 洗 公 民 館 11:00�～�11:10

４
月
20
日
㈭

関 南 多 目 的 集 会 所 9:00�～�9:15
大 津 小 学 校 正 門 前 9:25�～�9:35
五 浦 第 一 公 園 前 9:45�～�9:55
北部市民サービスセンター 10:05�～�10:20
生涯学習センター（北側駐車場） 10:30�～�10:40
八 反 消 防 団 詰 所 前 10:50�～�11:00
湯 の 網 公 民 館 11:10�～�11:20
白 浜 団 地 集 会 所 11:30�～�11:40

４
月
21
日
㈮

大 日 本 集 会 所 前 9:00�～�9:10
中 妻 小 学 校 前 9:20�～�9:30
下小津田農村集落センター 9:40�～�9:50
旧 華 川 幼 稚 園 前 ��9:55�～�10:05
華 川 町 公 民 館 10:10�～�10:25
上 相 田 公 民 館 10:35�～�10:45
豊 田 公 民 館 10:55�～�11:05
保 健 セ ン タ ー 11:10�～�11:20

日付 会　場 時　間

４
月
22
日
㈯

汐 見 ヶ 丘 近 隣 公 園 入 口 9:00�～�9:15
南部市民サービスセンター 9:25�～�9:35
中郷ふるさとコミュニティセンター 9:45�～�9:55
松 井 農 村 集 落 セ ン タ ー 10:05�～�10:15
中郷多目的集会所(元気ステーション入口側) 10:20�～�10:40
保 健 セ ン タ ー 10:50�～�11:05

４
月
23
日
㈰

関 南 多 目 的 集 会 所 9:00�～�9:15
ポ ー ト オ オ ツ 隣 9:20�～�9:30
平 潟 漁 協 隣 9:40�～�9:55
浜 道 地 区 集 会 所 10:00�～�10:10
関 本 多 目 的 集 会 所 10:25�～�10:35
期待場駐車場（旧富士ケ丘小学校） 10:40�～�10:50
保 健 セ ン タ ー 11:15�～�11:30

４
月
24
日
㈪

水 沼 診 療 所 9:20�～�9:25
才 丸 農 村 集 落 セ ン タ ー 9:35�～�9:50
小 川 田 園 都 市 セ ン タ ー 10:35�～�10:45
市 役 所(東 側 駐 車 場) 11:50�～�12:00
市営磯原無料駐車場(としまや) 13:10�～�13:20
市民ふれあいセンター（階段下） 13:25�～�13:35
保 健 セ ン タ ー 13:40�～�13:50

※�登録している飼い犬が死亡、または住所や飼い主
の変更があった場合は、下記へ届出が必要です。

問 生活環境課　環境政策係　内３７３

　飼い犬への狂犬病予防ワクチン接種は、毎年１回受けなければなりません。
　下記の集合注射実施会場または各動物病院で受けてください。なお、市に登録している飼い主の方には、生活
環境課から集合注射の日程をお知らせするハガキをお送りしますので接種時に必ずお持ちください。
※注射をする際は、犬が首輪等から外れないようしっかりと固定してください。
※未登録の犬は、接種時にあわせて登録手続きが必要です（登録は生涯 1回）。
○料　　金
　・新規登録　６,５５０円（登録料３,０００円、注射料３,０００円、注射済票交付手数料５５０円）
　・注射のみ　３,５５０円（注射料３,０００円、注射済票交付手数料５５０円）
○日　　程　� ※荒天時はやむを得ず、中止となる場合があります。

３
・
３
・
1111  

東
日
本
大
震
災
か
ら

東
日
本
大
震
災
か
ら
1212
年年

五
浦
岬
公
園
で
追
悼
式

五
浦
岬
公
園
で
追
悼
式

　

３
月
11
日
㈯
、
大
津
町
五
浦
の
岬
公
園

展
望
慰
霊
塔
前
で
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
列
者
は
、

地
震
が
発
生
し

た
午
後
２
時
46

分
、
サ
イ
レ
ン

と
展
望
慰
霊
塔

の
鐘
の
も
と
黙

と
う
し
、
献
花

台
に
白
菊
を
供

え
、
犠
牲
者
へ

哀
悼
の
意
を
捧

げ
ま
し
た
。

高
北
清
掃
セ
ン
タ
ー

高
北
清
掃
セ
ン
タ
ー

  

火
入
れ
式

火
入
れ
式

　

高
萩
市
・
北
茨
城
市
共
同
の
新
し
い

ご
み
処
理
施
設
「
高
北
清
掃
セ
ン
タ
ー
」

で
、
３
月
３
日
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
高
萩
市
長
、

北
茨
城
市
長
に

よ
っ
て
初
め
て

焼
却
炉
に
火
が

入
り
、
参
加
者

は
今
後
の
施
設

運
転
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し

た
。
４
月
１
日

か
ら
ご
み
の
受

け
入
れ
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。
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「華川スポーツパーク」４月利用開始
　旧華川中学校（華川町下相田１０９）が、新たにスポーツパークとして利用が開始されます。

■施設内容■
　・グラウンドゴルフ場　・スケートボード場　・体育館
　※毎週月曜日（月曜が祝日にあたる場合はその翌日）
　　および年末年始（12 月 29 日～１月３日）は休館
■施設利用料金■

　⑵スケートボード場

　⑴グラウンドゴルフ場

　⑶体育館利用料金

　※市民の方以外による施設（グラウンドゴルフ場を除く）の利用については、上記金額の２倍です。

問 �磯原地区公園クラブハウス　☎４４－３０９０
　�生涯学習課　スポーツ振興係　　　�内４２２

■施設予約方法■
　⑴���「いばらき公共施設予約システム」を利用して予約するか（要事前登録）、華川スポーツ

パークに直接申請書を提出してください。予約できる範囲は予約月の翌月分までとしま
す。また、利用申込みについては、公平性を保つため抽選を行い申込み件数、時間の上限
を設けます。詳細は磯原地区公園クラブハウスへお問い合わせください。

　⑵�施設の空き状況は　「いばらき公共施設予約システム」から、いつでも確認できます。

利用区分 午前　【９時～正午】 午後�【１時～５時】 全日�【午前９時～午後５時】
市民による利用の場合 無料 無料 無料

市民以外の者による利用の場合 １，１００円 １，６５０円 ２，７５０円

利用区分 午前�【９時～正午】 午後�【１時～５時】 スケートボード場の利用には登録が
必要です。華川スポーツパーク管理棟
で登録してください。
※�詳しくは、下記へお問い合わせくだ
さい。

営利を目的としない場合
中学生以下 １１０円 １６０円
一　般 ２２０円 ３３０円

営利を目的とする場合 ６，６００円 ９，９００円

利用区分 １時間あたり

営利を目的としない場合
半面 １１０円

全面 ２２０円

営利を目的とする場合
半面 ３，３００円

全面 ６，６００円

いばらき公共施設
予約システム
QRコード
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� 問 �生涯学習課　生涯学習係　内４３１

� 問 �健康づくり支援課　内１９５

市内の小・中学校にコミュニティ・スクールを導入しました市内の小・中学校にコミュニティ・スクールを導入しました
　コミュニティ・スクールと

は、「学校運営協議会が設置さ

れた学校」のことで、市では、

「地域とともにある学校づく

り」を目指してコミュニティ・

スクールを導入しています。

教育委員会から任命された保

護者や地域住民などが、一定

の権限と責任を持って学校運

営に参画する仕組みです。

　学校と地域・保護者等が、

より一層力を合わせ、互いに

信頼し合い、子どもたちの成

長を支えながら学校づくりや

地域づくりを進められること

が期待できます。

〇モデル校実践
　関本小中学校
〇研修会の実施

〇先行実施・常北中学校
〇モデル校での成果と課題の検証

〇市内の小・中学校において学校
　運営協議会制度を導入

令和３年度 令和４年度 令和５年度

北茨城市出産・子育て応援事業
　妊娠期から出産・育児までの切れ目のない支援（伴走型相談支援）を行うとともに、出産育児関連費用の負
担軽減を図るため、出産・子育て応援給付金を支給します。

【対象】
�・�令和４年４月１日以降に妊娠または出
産された方で、訪問・面談等の伴走型
相談支援を受けた方

※�対象となる方には、個別通知または面
談時に申請書をお渡しします。

【支給額】　
�・妊娠１回につき５万円
�・出産した児童１人につき５万円
※�令和５年３月 17 日以降に当市に転入
した方で、転入前市町村で給付を受け
ていない場合は、右記へお問い合わせ
ください。

伴走型相談支援

支援の流れ
経済的支援

① 妊娠の届出時
出産応援給付金

② 妊娠８か月頃 ５万円

子育て
応援給付金

５万円

保健師など
との面談

出産応援給付金の
申請書提出

事前に郵送され
るアンケートに

回答

面談
（希望者）

保健師など
との面談

子育て応援給付金の
申請書提出

③ 出生届の届出後【新生児訪問・ こ 
　 んにちは赤ちゃん訪問時
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医
療
福
祉
費
支
給
制
度

医
療
福
祉
費
支
給
制
度

（
マ
ル
福
・
北
福
）の
お
知
ら
せ

（
マ
ル
福
・
北
福
）の
お
知
ら
せ

マ
ル
福
・
北
福
の
使
い
方

　

医
療
福
祉
費
支
給
制
度
（
マ
ル
福
・
北

福
）
は
、
健
康
保
険
を
使
用
し
て
医
療
機

関
を
受
診
す
る
際
に
、
一
部
負
担
金
を
公

費
で
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
県
内
・
県
外

の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
場
合
で
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
ま
す
。

【
県
内
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
場
合
】

　

健
康
保
険
証
と
マ
ル
福
受
給
者
証
を
提

　

示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
県
外
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
場
合
】　

　

健
康
保
険
証
の
み
を
提
示
し
て
く
だ
さ

　

い
。
後
日
、
申
請
に
よ
っ
て
医
療
福
祉

　

費
を
支
給
し
ま
す
。

※�

申
請
に
つ
い
て
は
、
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

18
歳
以
下
の
自
己
負
担
金
の
助
成

　

マ
ル
福
・
北
福
を
受
給
し
て
い
る
18
歳

ま
で
の
方
が
、
県
内
の
医
療
機
関
等
を
受

診
し
た
際
の
自
己
負
担
金
に
つ
い
て
、
年

４
回
【
６
月
（
１
～
３
月
受
診
分
）、
９

月
（
４
～
６
月
受
診
分
）、
12
月
（
７
～

９
月
受
診
分
）、
３
月
（
10
月
～
12
月
受

診
分
）】
に
分
け
て
指
定
口
座
に
支
給
し

て
い
ま
す
。
各
支
給
月
の
末
日
に
入
金
し

ま
す
の
で
、
当
該
各
月
に
受
診
し
た
分
の

領
収
書
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
差
額
が
な

い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

差
額
が
生
じ
て
い
る
場
合
は
、
下
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

幼
稚
園
・
学
校
等
で
の
負
傷
・
疾
病
に
つ

い
て

　

学
校
や
幼
稚
園
の
管
理
下
で
の
負
傷
・

疾
病
の
場
合
は
、
学
校
で
加
入
す
る
「
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災
害
共
済
給

付
制
度
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関

等
に
は
、
マ
ル
福
・
北
福
を
提
示
せ
ず
に

受
診
し
、
後
日
学
校
等
を
通
し
て
災
害
共

済
給
付
制
度
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
右
記
の
負
傷
・
疾
病
の
療
養
に

関
し
て
、
保
険
適
用
外
を
除
く
自
己
負
担

額
（
複
数
回
受
診
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
合
計
）が
１
５
０
０
円
未
満
の
場
合
は
、

災
害
共
済
給
付
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
た

め
、
マ
ル
福
・
北
福
の
支
給
対
象
と
な
り

ま
す
。

※�

災
害
共
済
給
付
制
度
と
マ
ル
福
・
北
福

を
重
複
し
て
受
給
し
た
場
合
、マ
ル
福
・

北
福
支
給
分
を
市
に
返
還
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

妊
産
婦
マ
ル
福
を
受
給
し
て
い
る
方

　

妊
産
婦
マ
ル
福
は
、
県
の
制
度
で
は
産

科
・
婦
人
科
を
標
榜
す
る
医
療
機
関
の
受

診
が
主
な
助
成
対
象
で
す
が
、
市
の
制
度

で
は
産
科
・
婦
人
科
以
外
の
受
診
に
つ
い

て
も
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ル
福
の
利
用
方

法
が
異
な
り
ま
す
。

【
産
科
・
婦
人
科
を
受
診
す
る
場
合

（
総
合
病
院
内
の
他
診
療
科
を
含
む
）】

　

�

医
療
機
関
窓
口
で
マ
ル
福
受
給
者
証
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
産
科
・
婦
人
科
以
外
の
診
療
科
を
受
診

す
る
場
合
（
総
合
病
院
を
除
く
）】

　

�

そ
の
受
診
が
妊
娠
の
継
続
お
よ
び
安
全
な

出
産
の
た
め
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、

次
の
と
お
り
利
用
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

�

・�

妊
娠
の
継
続
と
安
全
な
出
産
の
た
め
に

医
師
か
ら
紹
介
状
が
出
て
い
る

→�

医
療
機
関
窓
口
で
マ
ル
福
受
給
者
証
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

�

・
医
師
の
紹
介
状
が
出
て
い
な
い

→�

マ
ル
福
受
給
者
証
は
提
示
せ
ず
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
申
請
に
よ
っ

て
医
療
福
祉
費
を
支
給
し
ま
す
。

※
申
請
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
��保
険
年
金
課　

医
療
年
金
係

�

内
１
８
８

　

政
府
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
令
和
５
年
５
月
８
日
か
ら
５
類
感
染
症

に
位
置
付
け
る
方
針
を
示
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
令
和
５
年
５
月
８
日
以
降
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
、
ま
た
は
発
熱

等
の
症
状
が
現
れ
仕
事
を
休
ん
だ
場
合
は

傷
病
手
当
金
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▽
支
給
要
件

　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
被
用
者
（
雇
用
さ
れ
て
い
る
方
）
で
、

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
５
月

７
日
ま
で
の
期
間
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
、
ま
た
は
発
熱
等
の
症
状
が
現

れ
感
染
の
疑
い
が
あ
る
等
の
理
由
か
ら
、

そ
の
療
養
の
た
め
３
日
間
連
続
し
て
仕
事

を
休
み
、
４
日
目
以
降
に
も
休
ん
だ
日
が

あ
る
が
、
会
社
か
ら
給
与
等
が
支
払
わ
れ

な
い
場
合
。

※�

申
請
の
時
効
は
、
仕
事
を
休
ん
だ
日
ご

と
に
、
そ
の
翌
日
か
ら
２
年
で
す
。

※�

詳
し
い
要
件
や
申
請
に
必
要
な
書
類
に　

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
��保
険
年
金
課　

保
険
係�

　
内
１
８
２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
国
民
健
康
保
険
傷
病
手

に
よ
る
国
民
健
康
保
険
傷
病
手

当
金
の
支
給
要
件
変
更

当
金
の
支
給
要
件
変
更
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４
月
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
・
後

４
月
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
軽
減
制
度

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
軽
減
制
度

と
上
限
額
に
つ
い
て

と
上
限
額
に
つ
い
て

▽�
保
険
税
（
料
）
の
軽
減
制
度
と
上
限
額

（
年
額
）
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

※�

１　
「
給
与
所
得
者
等
」と
は
、給
与
収

入
55
万
円
以
上
の
給
与
所
得
と
、公
的

年
金
等
収
入
が
65
歳
未
満
で
60
万
円
超

ま
た
は
65
歳
以
上
で
１
２
５
万
円
超
の

公
的
年
金
等
所
得
者
を
い
い
ま
す
。

※�

２　

国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
、「
被

保
険
者
数
」
に
特
定
同
一
世
帯
員
（
同

じ
世
帯
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
移

行
し
た
方
）
の
数
を
含
め
ま
す
。

問
��【
国
民
健
康
保
険
】

　

保
険
年
金
課　

保
険
係

�

内
１
８
１
～
１
８
４

　
【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
】

　
《
保
険
料
の
納
付
》

　

保
険
年
金
課　

医
療
年
金
係

�

内
１
８
７

　
《
保
険
料
の
算
定
》

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

���

☎
０
２
９

－

３
０
９

－
１
２
１
３

日
立
年
金
事
務
所
の
出
張
相
談

日
立
年
金
事
務
所
の
出
張
相
談

　

令
和
５
年
度
か
ら
日
立
年
金
事
務
所
に

よ
る
出
張
相
談
が
始
ま
り
ま
す
。
各
種
年

金
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　
５
月
24
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
２
時

▽
と
こ
ろ　
市
役
所　

多
目
的
棟

▽�

相
談
で
き
る
内
容　
各
種
年
金
に
関
わ

る
相
談
・
請
求
（
障
害
年
金
を
除
く
）

▽�

申
込
方
法　
相
談
日
の
１
カ
月
前
か
ら

電
話
で
左
記
へ

※
出
張
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。

※�

代
理
の
方
が
相
談
さ
れ
る
場
合
は
、
委

任
状
お
よ
び
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
問
��日
立
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

�

☎
０
２
９
４

－

24

－

２
１
９
３

学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て

学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て

　

20
歳
に
な
る
と
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の

方
は
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
申
請
で
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

　

�

大
学
（
大
学
院
）・
短
大
・
高
校
・
高

等
専
門
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
学
生

※
対
象
外
と
な
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。

▽�

手
続
に
必
要
な
も
の　
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
ま
た
は
納
付
書
等
、
在
学
期
間

が
わ
か
る
学
生
証
の
コ
ピ
ー
（
両
面
）

ま
た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

▽�

申
請　
学
生
納
付
特
例
を
受
け
る
に
は

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
令
和
４
年
度

の
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
方

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
令
和
５
年
度

の
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
書

が
届
か
な
か
っ
た
方
や
、
申
請
を
忘
れ

た
方
は
左
記
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
承
認
期
間　
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

※�

20
歳
到
達
者
は
、
20
歳
に
到
達
し
た
月

か
ら
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▽
承
認
期
間
の
取
扱
い

　

�

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、老
齢
基
礎
年
金
、

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
額
の
計
算
に
反
映
し
な
い
た
め
年
金

額
が
減
少
し
ま
す
。
年
金
を
増
額
し
た

い
場
合
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
留
年
等
を
し
た
場
合

　

�

留
年
や
進
学
、
編
入
学
、
退
学
し
た
場

合
は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

卒
業
後
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
左
記
窓
口
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

申
問
��保
険
年
金
課　

医
療
年
金
係

�

内
１
８
８

　

日
立
年
金
事
務
所

�

☎
０
２
９
４

－

24

－

２
１
２
５

　

全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
に
伴

い
、令
和
５
年
４
月
分
か
ら
の
手
当
額
が
左

記
の
と
お
り
全
国
一
斉
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　問

��【
児
童
扶
養
手
当
】

　

子
育
て
支
援
課�

内
１
３
４

　

�【
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者

手
当
等
】

　

社
会
福
祉
課�

内
１
３
７

世帯（被保険者と世帯主）の
総所得金額等の合計

軽減割合 その他
国民健康
保険

後期高齢者
医療保険

※�世帯主と加入者全員
の住民税等の申告が
必要です。
　�総所得金額が０円の
場合も申告してくださ
い（収入が年金のみの
方は申告不要です）。
※�保険税（料）を計算
した「保険税（料）額
決定通知書」と納付
方法を記した通知が、
納付書払いおよび口
座振替の方は７月に、
年金天引きの方は８月
に送付されます。

43 万円＋ 10 万円×（給与所得者
等 ( ※１) の数－１）以下の世帯 ７割

43 万円＋ 10 万円×（給与所得者
等の数－１）＋ 29 万×被保険者
数 ( ※２)�以下の世帯

５割

43 万円＋ 10 万円×（給与所得者
等の数－１）＋ 53 万５千円×被
保険者数　以下の世帯

２割

軽減される項目 均等割

保険税（料）の上限額（年額） 104万円 66万円

手　当　名 令和5年
3月分まで

令和 5月
4月分から

児童
扶養手当

全部支給 ４３,０７０円 ４４,１４０円

一部支給 　４３,０６０円�
�　～１０,１６０円

　４４,１３０円�
�　～１０,４１０円

特別児童
扶養手当

1 級 ５２,４００円 ５３,７００円

2級 ３４,９００円 ３５,７６０円

特別障害
者手当等

特別障害者
手当 ２７,３００円 ２７,９８０円

障害児福祉
手当 １４,８５０円 １５,２２０円

経過的福祉
手当 １４,８５０円 １５,２２０円

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
等

養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
等

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ
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以下の予約受付日時に予約専用電話番号へお電話の上、ご予約をお願いします（土日を除く）。
　・予約専用電話番号以外への電話、また市窓口でのご予約は受け付けませんのでご注意ください。
　・�集団健診予約専用電話は予約受付日時にならないと繋がりません。予約受付日時をご確認の上、お電話く
ださい。

　・�予約開始日はお電話が繋がりにくくなることが予想されます。繋がらない場合は、時間を置いてから再度
おかけ直しください。

集団健診予約専用電話番号　０２９３－４４－６７７４

令和５年度　集団健康診査の日程と会場

完全予約制で実施します。

上半期　集団健診日程
予約受付日時　 令和５年５月 10日㈬～５月 17日㈬　　9：00～ 17：00
健 診 日 会 　 場 所 在 地 健診受付時間
６/12㈪

保健センター 華川町臼場１８７－２７ ��９：００�～
１０：００�～
１１：００�～
１３：００�～
１４：００�～
１５：００�～

６/13㈫
６/14㈬

中郷ふるさとコミュニティセンター 中郷町粟野２２０－２
６/15㈭
６/16㈮ 保健センター 華川町臼場１８７－２７
６/19㈪ 市民ふれあいセンター 磯原町本町２－５－１５
６/20㈫ 保健センター 華川町臼場１８７－２７
６/25㈰ 中郷多目的集会所 中郷町上桜井８４４－１

�� ※１時間あたり 30 名程度の受付
�医療機関健診のご案内
　健診は以下の医療機関でも５月８日㈪から 12 月 15 日㈮まで受診することができます。
　事前予約が必要ですので、各医療機関に直接お電話でお問い合わせください。
※眼底検査はいそはらクリニックでのみ受診できます。
※医療機関健診では肺がん検診（胸部レントゲン）は受診できません。
������◎�北茨城市民病院� � � 関南町関本下１０５０� � ☎４６－１１２１
������◎�瀧病院� � � � 磯原町磯原２－３０５� � ☎４２－１２２１
������◎�いそはらクリニック� � 磯原町磯原４－１１２－２�� ☎３０－１５８０

下半期　集団健診日程
予約受付日時　 令和５年７月 26日㈬～８月２日㈬　　9：00～ 17：00
健 診 日 会 　 場 所 在 地 健診受付時間
９/３㈰

保健センター 華川町臼場１８７－２７ ��９：００�～
１０：００�～
１１：００�～
１３：００�～
１４：００�～
１５：００�～

９/５㈫
９/６㈬
９/７㈭ 北茨城市漁業歴史資料館よう・そろー 関南町仁井田７８９
９/８㈮ 複合防災センター 磯原町磯原１６１２－１
９/12㈫ 保健センター（女性のみ）

華川町臼場１８７－２７
９/13㈬ 保健センター
９/14㈭

関南多目的集会所 関南町関本下６７４
９/15㈮
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日程と場所は右ページの日程表をご覧ください。
ご予約のない方は受診できません。予約は専用電話番号での受付のみとなります。
〇各健康診査の予約方法
　　４月下旬に対象の方へ受診券を送付しますので、健診の予約を行ってください。
　　・集団健診をご希望の方…�右ページの希望する健診日の予約受付期間内に、集団健診予約専用電話番号へお

電話の上、ご予約ください。後日、受診決定通知を送付します。
　　　　　　　　　　　　　　※上半期と下半期の集団健診で予約受付期間が異なりますので、ご注意ください。
　　・医療機関健診をご希望の方…�各医療機関に直接お電話でお申込みください（一般健康診査・社会保険被扶

養者健診は除く）。
【特定健康診査・後期高齢者健康診査】
　◆�対象者　�４０歳から７４歳までの国民健康保険加入者、７５歳以上の後期高齢者医療保険加入者（６５歳以上

で一定の障害があり、後期高齢者医療制度に加入している方を含む）
　　※�健診受診日時点で国民健康保険、または、後期高齢者医療保険を脱退された方、および今年度中に国保人

間ドック、または、後期人間ドックを受診予定の方は対象外です。
　◆自己負担金　無料
　　・心電図、眼底検査、貧血検査、血清クレアチニン検査を全員に無料で実施します。
　　・受診日時点で 65 歳未満の方の肺がん検診（胸部レントゲン）は有料（２００円）です。
【一般健康診査（集団健診のみ）】
　　特定健康診査の各集団健診会場で受診できますので、ぜひ受診してください。
　◆対象者　�２０歳～３９歳（令和６年４月１日現在）で、学校や職場等で定期健診を受ける機会のない方（加

入する健康保険は問いません）
　◆自己負担金　�１，２００円（追加健診：心電図、眼底検査、貧血検査、血清クレアチニン検査は別途２，２００

円がかかります）
〇�上記健診の受診を希望される方で受診券をなくした方、または、受診券が郵送されなかった方は再発行します
ので、下記へご連絡ください。

【社会保険被扶養者健診（集団健診のみ）】
　�　ご加入されている社会保険が、日立メディカルセンターと契約を結んでいる場合は、右ページの各集団健診
会場で受診できますので、ぜひ受診してください。
　　社会保険に加入されている方は、保険証の発行元から受診券が届きます。
　　受診を希望される方は、事前に健診を受診可能か保険証の発行元にご確認の上、お申込みください。
　◆対象者　�４０歳以上（令和６年４月１日現在）で、日立メディカルセンターと契約をしている事業所の社会

保険に加入されている被扶養者
　◆自己負担金　加入されている社会保険によって異なりますので、保険証の発行元にお問い合わせください。
　　※市から発行される受診券がないと、肺がん検診（胸部レントゲン）を受診できません。
　　※保険証の発行元から発行された受診券がないと健康診査自体が受診できませんのでご注意ください。
　〇社会保険証の発行元から送付された受診券の再発行については、直接発行元にお問い合わせください。

� 　問 �【特定健康診査・後期高齢者健康診査】保険年金課　　国民健康保険担当　内１８１～１８４
� 後期高齢者医療保険担当　内１８５～１８８
　� �【一般健康診査・社会保険被扶養者健診】健康づくり支援課　健康支援係　内１９５～１９８
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都
市
計
画
道
路

都
市
計
画
道
路

「
北
町
・
関
本
中
線
」が
開
通

「
北
町
・
関
本
中
線
」が
開
通

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
と
し
て
、

沿
岸
部
か
ら
の
安
全
で
速
や
か
な
避
難
行

動
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
26
年
か
ら
整

備
を
進
め
て
い
た「
北
町
・
関
本
中
線
」が
、

４
月
12
日
㈬
に
開
通
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
前
中
に
開
通
式
典
を
行

い
、
午
後
３
時
か
ら
通
行
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　

大
津
地
区
と
関
本
地
区
を
結
ぶ
幹
線
道

路
の
た
め
、
接
続
道
路
の
一
部
が
「
一
時

停
止
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、事
故
の
な
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
��都
市
計
画
課　

都
市
政
策
係

�

内
２
８
１

５
月
１
日
、２
日
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

５
月
１
日
、２
日
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
係
手
続
に
つ
い
て

カ
ー
ド
関
係
手
続
に
つ
い
て

　

５
月
１
日
㈪
、
２
日
㈫
は
、
全
国
的
な

公
的
個
人
認
証
シ
ス
テ
ム
更
改
作
業
実
施

の
た
め
、
一
部
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
関
す
る
業
務
が
実
施
で
き
ま
せ
ん
。
実

施
が
で
き
な
い
業
務
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
実
施
が
で
き
な
い
業
務　

�

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
券
面
事
項
更

新
（
氏
名
や
住
所
に
変
更
（
市
内
）
が

あ
っ
た
方
）

�

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
初

期
化
（
暗
証
番
号
が
分
か
ら
な
い
方
や

ロ
ッ
ク
が
か
か
っ
た
方
）

�
・�

電
子
証
明
書
の
発
行
や
失
効
、
更
新

▽
制
約
を
受
け
る
業
務

　

�
次
の
手
続
き
は
可
能
で
す
が
、
そ
の
後

の
電
子
証
明
書
の
失
効
・
再
発
行
が
で

き
な
い
た
め
、
後
日
再
度
来
庁
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

�

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
（
代
替

文
字
が
必
要
な
方
）

�

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
継
続
利
用

（
他
市
町
村
か
ら
市
内
に
転
入
し
た
方
）

�

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
変

更
お
よ
び
特
例
期
間
延
長
（
在
留
期
間

の
更
新
を
し
た
方
）

�

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
時
停
止
解
除

問
��市
民
課　

市
民
係

�

内
１
７
２
～
１
７
７

災
害
復
興
住
宅
へ
の

災
害
復
興
住
宅
へ
の

  

一
般
入
居
の
ご
案
内

一
般
入
居
の
ご
案
内

▽
募
集
団
地　

　

中
郷
復
興
住
宅
：
２
Ｋ�

２
戸

　
　
　
　
　
　
　
　

３
Ｋ�

１
戸

　

大
津
復
興
住
宅
：
２
Ｋ�

３
戸

　
　
　
　
　
　
　
　

３
Ｋ�

１
戸

　

平
潟
復
興
住
宅
：
２
Ｋ�

２
戸

　

磯
原
２
丁
目
復
興
住
宅
：
３
Ｋ�

１
戸

※�

大
津
復
興
住
宅
、
磯
原
２
丁
目
復
興
住

宅
に
つ
い
て
は
各
１
戸
病
気
に
よ
り
亡

く
な
ら
れ
た
部
屋
が
あ
り
ま
す
。

▽
抽
選
日
時

　

６
月
27
日
㈫　

午
前
10
時
～

▽
抽
選
場
所　
市
役
所
４
階
会
議
室

※�

公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
予
定
者
お
よ
び

入
居
補
欠
者
を
決
定
し
ま
す
。
補
欠
の

方
は
、当
選
し
た
方
が
「
辞
退
」
や
「
失

格
」
に
な
っ
た
場
合
に
限
り
、
繰
上
げ

て
当
選
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
抽
選
会

に
出
席
さ
れ
な
く
て
も
、
抽
選
結
果
に

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
入
居
申
込
者
の
資
格

�

・�

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ
る

�

・�

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
あ
る
（
60
歳
以
上
単
身
可
）

�

・�

持
家
を
持
っ
て
い
な
い

�

・�

市
町
村
税
お
よ
び
市
営
住
宅
家
賃
（
親

族
・
退
去
含
む
）
を
滞
納
し
て
い
な
い

�

・�

収
入
基
準
に
あ
て
は
ま
る
こ
と

�
・�
市
営
住
宅
入
居
者
は
不
可

▽
申
込
締
切　
６
月
22
日
㈭　

午
後
５
時

※�
入
居
条
件
や
申
込
み
に
際
し
て
の
注
意

事
項
等
の
詳
細
は
左
記
へ

問
��建
設
課　

営
繕
係��

内
２
４
１
、２
４
２

大津港駅

平潟港

市民病院

とれふる
整備中
国道６号関本勿来バイパス

北町・関本中線

ＪＲ常磐線

大津町北町

6

301
354

155



北茨城市役所　☎43-1111

17
広報 きたいばらき ４月号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
小
学
校
休
業
等
対
応
助

に
よ
る
小
学
校
休
業
等
対
応
助

成
金
等
は
終
了
予
定
で
す

成
金
等
は
終
了
予
定
で
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
小
学
校
等
の

臨
時
休
業
等
に
よ
り
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を

え
な
い
労
働
者
に
対
し
て
、
有
給
の
休
暇

を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
を
対
象
と
し
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
（
小
学
校
助

成
金
）」
は
、
令
和
３
年
８
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
取
得
し

た
休
暇
に
つ
い
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の
休
暇

取
得
分
を
も
っ
て
終
了
す
る
予
定
と
な
り

ま
し
た
。

　

小
学
校
助
成
金
の
最
終
の
申
請
期
限

は
、
令
和
５
年
５
月
31
日
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金

に
関
す
る
特
別
相
談
窓
口
（
特
別
相
談
窓

口
）」
を
労
働
局
に
開
設
し
、
労
働
者
の

方
か
ら
の
相
談
や
事
業
主
へ
小
学
校
助
成

金
の
活
用
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
特
別
相
談
窓
口
に
つ
い
て
も
令
和

５
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
終
了
す
る
予
定

と
な
り
ま
し
た
の
で
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
��【
小
学
校
助
成
金
】

　

�

小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
・
支
援
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　
　
　

�

　

�

☎
０
１
２
０

－

８
７
６

－

１
８
７

　
【
特
別
相
談
窓
口
】

　

茨
城
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

�

☎
０
２
９

－

２
７
７

－

８
２
９
５

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る

  

助
成
制
度

助
成
制
度

　

市
で
は
、
市
民
の
消
費
の
促
進
と
市
内

施
工
業
者
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成
制
度
を

創
設
し
、
利
用
者
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
者　

　

次
の
①
～
④
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①�

補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
住
宅
に
継
続

し
て
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

②�

補
助
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
で
あ

る
方

③
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
方

④�

対
象
に
な
る
工
事
に
つ
い
て
、
市
で
実

施
し
て
い
る
他
の
同
様
の
補
助
制
度
に

よ
る
補
助
を
受
け
て
い
な
い
方

▽
対
象
工
事　

�
・�
住
宅
の
修
繕
、
改
造
、
模
様
替
え
、
そ

の
他
住
宅
の
機
能
の
維
持
、
向
上
の
た

め
に
行
う
補
修
、
改
造
ま
た
は
設
備
改

善
の
工
事
で
、
市
民
が
市
内
に
所
有
す

る
個
人
住
宅
を
市
内
施
工
業
者
（
市
内

に
住
所
お
よ
び
事
務
所
を
有
し
、
工
事

を
行
う
も
の
）
が
行
う
工
事

�

・�

補
助
の
決
定
後
に
着
工
し
、
申
請
年
度

内
に
完
了
届
を
提
出
で
き
る
工
事
で
、

工
事
費
が
10
万
円
（
消
費
税
抜
き
）
以

上
の
工
事

※�

外
構
な
ど
、
住
宅
本
体
以
外
の
工
事
等

は
補
助
の
対
象
外
で
す
。

※�

補
助
の
決
定
前
に
工
事
着
工
し
た
場
合

は
、
補
助
の
対
象
外
で
す
。
着
工
前
に

補
助
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

補
助
額　
工
事
費
（
消
費
税
を
除
く
）

の
10
％
（
支
給
限
度
10
万
円
）

※
家
屋
１
棟
に
つ
き
１
回
の
み

▽
申
請
書
類
等　

【
申
請
時
】　

　

�

申
請
書
、
工
事
見
積
書
、
住
民
票
、
市

税
納
付
状
況
等
調
査
承
諾
書
、
登
記
事

項
証
明
書
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
も
の

（
固
定
資
産
税
の
課
税
明
細
書
等
）、
施

工
前
の
写
真

【
完
了
時
】　

　

�

改
修
工
事
完
了
報
告
書
、
工
事
完
了
証

明
書
、
工
事
費
の
領
収
書
の
写
し
、
施

工
後
の
写
真

※�

希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
��商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係

��

内
３
６
２

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
関
す
る

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
関
す
る

相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

　

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
北
茨

城
市
に
は
相
談
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
窓
口

が
あ
り
ま
す
。
心
や
体
の
健
康
に
つ
い
て

や
生
活
の
心
配
事
、
就
労
に
つ
い
て
等
、

困
り
事
に
つ
い
て
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談
】

　

→
健
康
づ
く
り
支
援
課

【�

子
供
の
ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校
・
居
場

所
等
に
関
す
る
相
談
】

　

→
学
校
教
育
課

【
障
害
に
関
す
る
相
談
】

　

→
社
会
福
祉
課

【
生
活
困
窮
に
関
す
る
相
談
】

　

→
社
会
福
祉
課
内
自
立
相
談
支
援
機
関

【
高
齢
者
に
関
す
る
総
合
相
談
】

　

→�

高
齢
福
祉
課
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア

総
合
セ
ン
タ
ー（
元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

問
��社
会
福
祉
課　

生
活
支
援
係

�

内
１
３
５

「
北
茨
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

「
北
茨
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す

議
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
推

進
に
対
す
る
幅
広
い
意
見
を
聴
く
た
め

「
北
茨
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

　

次
の
①
～
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①�

令
和
５
年
８
月
１
日
現
在
で
20
歳
以
上

の
方

②�

市
内
在
住
で
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
の

保
護
者

③�

平
日
昼
間
の
会
議
（
年
２
回
程
度
）
に

出
席
で
き
る
方
で
、
本
市
の
子
育
て
支

援
に
理
解
や
関
心
の
あ
る
方

▽�

任
期　
令
和
５
年
８
月
１
日
～
令
和
７

年
７
月
31
日
（
２
年
間
）

▽
募
集
人
数　
若
干
名

▽
報
酬　

　

日
額
５
２
０
０
円
（
交
通
費
込
み
）

▽
申
込
方
法　

　

�

６
月
９
日
㈮
ま
で
に
、
任
意
の
用
紙�

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）に
次
の
㋐
、㋑
を
記
載

し
て
、郵
送
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

な
お
、
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

㋐�

住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
（
勤

務
先
等
）、
お
子
さ
ん
の
年
齢

㋑�「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
意

見
」（
テ
ー
マ
は
自
由
、８
０
０
字
程

度
）

申
問
��〒
３
１
９

－

１
５
９
２

　

北
茨
城
市
磯
原
町
磯
原
１
６
３
０

　

子
育
て
支
援
課　

保
育
係�　
内
１
３
２
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緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

【
創
業
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
】

　

１
９
６
３
年
10
月（
昭
和
38
年
10
月
）に

神
奈
川
県
横
浜
市
で
創
業
し
、今
年
で
60

年
を
迎
え
ま
す
。主
に
金
属
製
品
の
製
造

を
中
心
に
、建
設
機
械
・
産
業
機
械
等
の
部

品
製
造
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。茨
城
工
場

は
１
９
８
９
年
10
月（
平
成
元
年
10
月
）に

操
業
を
開
始
し
、34
年
と
な
り
ま
す
。最
新

技
術
の
機
械
を
導
入
し
、自
動
化
が
出
来

る
と
こ
ろ
は
機
械
が
行
い
、難
し
い
と
こ

ろ
は
人
手
で
丁
寧
に
作
り
、顧
客
の
要
望

お
よ
び
顧
客
に
信
頼
さ
れ
る
製
品
を
作
る

こ
と
で
、社
会
貢
献
を
目
標
に
し
て
お
り

ま
す
。

【
ど
の
よ
う
な
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
か
】

　

日
本
や
世
界
の
建
設
現
場
や
石
炭
・
鉄

鉱
石
等
を
採
掘
す
る
現
場
で
活
躍
し
て
い

る
、シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
、

ト
ラ
ッ
ク
搭
載
ク
レ
ー
ン
等
の
部
品
を

作
っ
て
い
ま
す
。建
設
機
械
の
ボ
デ
ィ
や

マ
フ
ラ
ー
等
で
、大
き
い
製
品
で
は
４
ｍ

程
の
物
も
あ
り
ま
す
。顧
客
の
図
面
か
ら

パ
ソ
コ
ン
で
部
品
展
開
を
し
た
後
、板
厚

１
㎜
か
ら
25
㎜
の
鋼
板
を
レ
ー
ザ
ー
光
で

切
断
し
、曲
げ
加
工
・
機
械
加
工
・
ロ
ボ
ッ

ト
溶
接
・
製
缶
溶
接
・
塗
装
を
茨
城
工
場
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
加
工
対
応
が
で
き
、顧
客

の
色
々
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
、リ
ア
ル

タ
イ
ム
生
産
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。茨
城

工
場
の
設
備
は
、国
内
で
も
こ
こ
に
し
か

な
い
機
械
も
多
く
あ
り
、常
に
新
し
い
技

術
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

【
地
域
と
の
関
わ
り
は
あ
り
ま
す
か
】

　

関
本
工
業
団
地
で
は
毎
月
の
工
業
団
地

内
清
掃
を
は
じ
め
、毎
年
３
月
に
県
道
10

号（
日
立

－

い
わ
き
線
）高
帽
山
の
道
路
脇

の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

弊
社
で
は
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
械
へ
の
入
替
を
進
め
、茨
城
工
場

で
使
用
す
る
電
気
の
75
％
を
弊
社
の
太
陽

光
発
電
所
に
て
発
電
し
、環
境
に
も
配
慮

し
た
工
場
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。昨
年

は
梨
木
を
20
本
植
え
て
、社
員
み
ん
な
で

食
べ
ら
れ
る
の
を
楽
し
み
に
、大
切
に
育

て
て
お
り
ま
す
。

北
茨
城
市
の
企
業
紹
介
21

関
本
工
業
団
地
編

協
三
工
業
株
式
会
社  

茨
城
工
場

（
関
本
町
富
士
ケ
丘
）

「
２
０
２
３（
令
和
５
）年
国
民
生
活

「
２
０
２
３（
令
和
５
）年
国
民
生
活

基
礎
調
査
」を
実
施
し
ま
す

基
礎
調
査
」を
実
施
し
ま
す

　
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
は
、
厚
生
労

働
省
が
毎
年
、
全
国
で
実
施
し
て
い
る
調

査
で
す
。
調
査
対
象
に
選
ば
れ
た
世
帯
に

は
、
４
月
中
旬
頃
よ
り
、
茨
城
県
が
任
命

し
た
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。
調
査
員
が

伺
っ
た
際
に
は
、
調
査
へ
の
ご
協
力
・
ご

回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
調
査
の
期
日

【
世
帯
票
】
６
月
１
日
㈭

【
所
得
票
】
７
月
13
日
㈭

　

な
お
、
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

個
人
情
報
は
、
統
計
を
作
成
す
る
目
的
の

み
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
他
の
目
的
に
使
用

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

安
心
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
調
査
員
が
訪
問
す
る
際
は
必
ず

「
調
査
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
調
査

対
象
の
方
へ
別
途
お
渡
し
す
る
お
問
い
合

わ
せ
先
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。　

HP� https://w
w

w.m
hlw.go.jp/toukei/

list/20-21.htm
l

（
厚
生
労
働
省
）

令和５年度北茨城市一般会計予算など議案 38件を可決
　

令
和
５
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会

が
、
３
月
１
日
か
ら
17
日
ま
で
、
17

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
に
は
、
令
和
５
年
度
北

茨
城
市
一
般
会
計
予
算
な
ど
議
案
38

件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ

た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

◎�

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　

�

人
権
擁
護
委
員
の
鈴
木
一
成
氏
、

滑
川
善
枝
氏
お
よ
び
渡
邊
昭
吉
氏

が
、
令
和
５
年
６
月
30
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
鈴
木

一
成
氏
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
同

氏
を
、
滑
川
善
枝
氏
の
後
任
に
は

大
部
直
樹
氏
を
、
渡
邊
昭
吉
氏
の

後
任
に
は
大
熊
義
昭
氏
を
候
補
者

と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て

適
任
と
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
主
な
予
算

◎�

令
和
４
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
））

　

�

補
正
額
８
０
３
６
万
３
千
円
の
増

額
で
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は

２
０
９
億
５
５
３
５
万
８
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

�

主
に
、
各
種
事
業
費
の
確
定
等
に

伴
う
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
教

育
・
保
育
施
設
に
対
す
る
物
価
高

騰
対
策
支
援
金
、
妊
婦
・
子
育
て

家
庭
に
対
す
る
出
産
・
子
育
て
応

援
給
付
金
等
に
係
る
事
業
費
等
を

計
上
し
、
市
民
病
院
事
業
補
助
金
、

上
水
道
事
業
出
資
金
、
中
郷
中
学

校
屋
内
運
動
場
長
寿
命
化
改
修
事

業
費
等
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◎�

令
和
５
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計

予
算

　

�

特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
含
め
た

当
初
予
算
の
概
要
は
４
～
５
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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令
和
５
年
度
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
資
料
を
、

皆
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
の
資
料
は
、
野
口
雨
情
と
故
郷
磯
原
に
関

係
す
る
資
料
に
つ
い
て
で
す
。

作
品
の
中
の
磯
原

　

野
口
雨
情
は
、
明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
５
月

29
日
に
、
茨
城
県
多
賀
郡
磯
原
村
（
現
在
の
北

茨
城
市
磯
原
町
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
明
治
30

（
１
８
９
７
）
年
の
15
歳
の
時
上
京
し
て
、
衆
議

院
議
員
で
あ
る
伯
父
野
口
勝
一
宅
（
現
文
京
区
）

に
住
み
込
み
、
東
京
数
学
院
尋
常
中
学
部
（
現
東

京
高
等
学
校
）に
入
学
し
ま
し
た
。
の
ち
に
童
謡
・

民
謡
詩
人
と
な
る
野
口
雨
情
も
、
青
年
期
は
数
学

を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

　

野
口
雨
情
は
、
童
謡
・
民
謡
詩
人
と
し
て
名
を

馳
せ
ま
し
た
が
、
そ
の
詩う
た
ご
こ
ろ心の

原
点
は
、
15
歳
で

上
京
す
る
ま
で
の
磯
原
で
の
生
活
に
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
野
口
雨
情
が
慣
れ
親
し
ん
だ
磯
原
海
岸

に
は
、「
二
ツ
島
」
と
「
天
妃
山
」
と
い
う
名
所

が
あ
り
ま
す
。野
口
雨
情
は
、明
治
38（
１
９
０
５
）

年
『
ハ
ガ
キ
文
学
』
に
、「
二
つ
島
」
と
「
天
妃

山
」
と
い
う
詩
を
発
表
し
て
い
ま
す
。「
天
妃
山
」

の
一
節
に
は
、「
玉
の
真ま
さ
ご砂
の
松
か
ぜ
に
…
」
と

あ
り
、
白
砂
青
松
の
美
し
い
磯
原
海
岸
が
想
像
で

き
ま
す
。

　

野
口
雨
情
の
生
家
で
あ
る
野
口
家
は
、
江
戸
時

代
の
街
道
で
あ
る
岩
城
相
馬
街
道
沿
い
に
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
街
道
は
、明
治
初
年
に
陸
前
浜
街
道
、

そ
し
て
現
在
は
国
道
６
号
線
と
、
そ
の
名
称
と
路

線
を
変
え
な
が
ら
今
に
伝
わ
り
ま
す
（
現
在
の
県

指
定
文
化
財
「
野
口
雨
情
生
家
」
は
、
国
道
６
号

線
沿
い
に
あ
り
ま
す
）。

　

徳
川
家
康
は
、
江
戸
幕
府
を
開
い
た
後
、
東
海

道
を
は
じ
め
主
要
街
道
の
整
備
を
進
め
、
そ
の
一

環
と
し
て
街
道
沿
い
に
松
や
杉
を
植
え
さ
せ
ま
し

た
。
野
口
雨
情
は
、
幼
い
頃
か
ら
こ
の
松
並
木

を
歩
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ

の
風
景
が
「
磯

原
節
」
に
お

い
て
、「
末
の

松
並　

東
は
海

よ
…
」
か
ら
始

ま
る
歌
詞
に
表

現
さ
れ
て
い
ま

す
。

徳
川
斉
昭
公
と
磯
原
海
岸

　

水
戸
藩
第
９
代
藩
主
の
徳
川
斉
昭
公
が
詠
ん
だ

歌
を
、
野
口
雨
情
が
書
に
し
た
掛
軸
が
歴
史
民
俗

資
料
館
に
あ
り
ま
す
。「
よ
つ
の
時
咲
き
て
変
わ

ら
ぬ
浪
の
花
な
か
め
つ
き
せ
ぬ
磯
原
の
里　

源
烈

公
詠
歌　

野
口
雨
情
敬
書
」
で
す
。「
よ
つ
の
時
」

は
、「
春
夏
秋
冬
」
の
四
季
を
、「
な
か
め
つ
き
せ

ぬ
」
は
、「
眺
め
て
も
眺
め
て
も
飽
き
な
い
」
と

い
う
意
味
で
、「
春
夏
秋
冬
ど
の
季
節
で
も
、
磯

原
の
海
や
風
景
は
、
眺
め
続
け
て
も
飽
き
な
い
も

の
だ
」
と
い
う
意
味
の
歌
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
徳

川
斉
昭
公
か
ら
の
、
美
し
い
磯
原
海
岸
に
対
す
る

賛
辞
の
歌
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

春
は
散
歩
が
気
持
ち
良
い
季
節
で
す
。
野
口
雨

情
の
作
品
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
磯
原
海
岸
を

散
歩
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

歴
史
民
俗
資
料
館
収
蔵
の
資
料
が
語
る

歴
史
民
俗
資
料
館
収
蔵
の
資
料
が
語
る

北
茨
城
市
の
歴
史

北
茨
城
市
の
歴
史

北
茨
城
市
「
行
商
サ
ー
ビ
ス
」

～
食
料
品
等
移
動
販
売
サ
ー
ビ
ス
～

　

週
３
回
市
内
各
地
で
食
料
品
な
ど
の
移
動
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
ま
で
の
無
料
配
達
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
令
和
５
年
４
月
～
６
月
期
ル
ー
ト
【
４
月
７
日
㈮
～
６
月
23
日
㈮
】

�

�
問�

市
商
工
会　

☎
42

－

２
５
１
１

月　曜　日 水　曜　日 金　曜　日

午
　
前

10：30
大津漁港北

津之神社
10：30

平潟町

本町通り
10：30

平潟町

鹿野原団地

11：00
大津町

大津復興住宅
第一棟

11：00
平潟町

東
11：00

平潟町

平潟復興住宅
第一棟

11：40
磯原

福祉のお店
福寿草 付近

11：30
平潟町

大黒屋水産
11：30

五浦

鐵様宅 付近

午
　
後

２：00
中妻

中妻団地 付近
２：00

関本中

公民館
２：00

浜道団地

真壁様宅 付近

２：30
小豆畑里見

山縣様宅 付近
２：30

関本中

あかね会
２：30

浜道団地

三津間様宅 付近

３：30
関本下

北茨城観光バス
３：00

福田

境橋（境川）
付近

※毎週㈪、㈬、㈮のみ（祝日を除く）

▲企画展「野口雨情と故郷磯原」で、
  「磯原節」と「よつの時…」の掛軸
  を展示中 ( ６月 11 日まで )

▲「よつの時…」
　掛軸 ( 当館蔵 )
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緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

■
乳
幼
児
健
康
診
査

▽
と
き

・
４
カ
月
児
健
康
診
査

　

４
月
20
日
㈭

・
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

　

４
月
28
日
㈮

・
２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

　

４
月
６
日
㈭
、
５
月
11
日
㈭

・
３
歳
児
健
康
診
査

　

４
月
14
日
㈮

※�

受
付
時
間
、
場
所
は
個
別
に
通
知
し
ま

す
。

※�

今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
��健
康
づ
く
り
支
援
課�

�

内
１
９
６

■
育
児
相
談

　
（
５
カ
月
以
上
の
乳
幼
児
、
要
予
約
）

▽�

と
き　
４
月
26
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

▽�

と
こ
ろ

　

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
問
��健
康
づ
く
り
支
援
課�

内
１
９
６

■
移
動
児
童
相
談

▽
と
き　
４
月
５
日
㈬
、
５
月
10
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　
大
津
子
ど
も
の
家

問
��子
育
て
支
援
課�

�

内
１
３
２

健
康
・
相
談
な
ど
の
お
し
ら
せ

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

         
         　

高
齢
者
支
援
事
業

　

高
齢
者
支
援
事
業

�
市
で
は
高
齢
者
の
在
宅
で
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
介
護
用
車
両
購
入
費
等
助
成
事
業

　

介
護
用
車
両
を
購
入
ま
た
は
介
護
用
車

両
に
改
造
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

▽�

対
象
者　
要
介
護
１
以
上
と
認
定
さ
れ

介
護
用
車
両
で
な
け
れ
ば
自
動
車
の
利

用
が
困
難
な
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
在

宅
で
介
護
す
る
家
族
（
両
者
と
も
市
内

に
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
こ
と
）

▽
介
護
用
車
両

　

�

福
祉
車
両
（
消
費
税
非
課
税
の
介
護
用

車
両
）、
そ
の
他
の
車
両
（
助
手
席
回

転
シ
ー
ト
等
を
装
備
。
消
費
税
課
税
）

▽
助
成
金
額

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　

下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

車
両
購
入（
改
造
）前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
軽
度
生
活
援
助
事
業

　

日
常
生
活
の
簡
単
な
援
助
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者

　

�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

▽
支
援
内
容

　

�

援
助
員
を
派
遣
し
、
除
草
、
庭
木
の
剪

定
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽
費
用

　

�

１
時
間
当
た
り
２
０
０
円
（
実
費
負
担

が
か
か
る
場
合
あ
り
）、月
４
時
間
以
内

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　
本
人
確
認
が
で

　

き
る
も
の
（
保
険
証
等
）

◆
介
護
用
品
の
給
付

　

紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
を
給
付
し

ま
す
。

▽�

対
象
者　
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
４

ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ
て
い
て
、
紙
お

む
つ
等
を
使
用
し
て
い
る
方
を
、
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族

▽�
給
付
方
法　
月
額
３
千
円
分
の
給
付
券

を
交
付
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　

介
護
保
険
被
保
険
者
証

※�

こ
の
給
付
は
年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
訪
問
理
美
容
費
の
助
成　
　

　

店
舗
で
の
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

困
難
な
方
に
、
訪
問
理
美
容
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

▽�

対
象
者　

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者

で
、
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
３
、４
、

５
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方

▽�

助
成
内
容　
訪
問
理
美
容
登
録
店
の
出

張
経
費
を
、
１
回
の
利
用
で
１
千
円
、

年
間
４
回
の
給
付
券
を
交
付
し
ま
す
。

※�

散
髪
な
ど
の
実
費
は
利
用
者
負
担
で
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　

介
護
保
険
被
保
険
者
証

※�

こ
の
助
成
は
年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

徘
徊
時
、
早
期
に
発
見
で
き
る
よ
う
位

置
検
索
シ
ス
テ
ム
を
貸
し
出
し
ま
す
。

▽�

対
象
者　
徘
徊
の
見
ら
れ
る
認
知
症
高

齢
者
や
知
的
障
害
者
の
方
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
家
族

▽�

費
用　
基
本
月
額�

１
３
２
０
円
（
消

耗
品
代
金
が
別
途
か
か
る
場
合
あ
り
）

※�

検
索
シ
ス
テ
ム
加
入
料
、
貸
与
機
器
の

レ
ン
タ
ル
料
、
情
報
提
供
料
金
は
市
が

負
担
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

本
人
の
顔
写
真
２
枚

申
問
��高
齢
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
係

�

内
１
２
４

広
告
募
集
中

広
告
募
集
中

　
「
広
報
き
た
い
ば
ら
き
」
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
有
料
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　

詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ま
た
は
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
��ま
ち
づ
く
り
協
働
課　

広
報
広
聴
係

�

内
１
９
１

新車の介護用車
両の購入

福祉車両 10 万円

その他の車
両 ５万円

中古の福祉車両
の購入

初年度登録
から 36カ月
以下

５万円

初年度登録
から 37カ月
以上

２万５千円

所有車両を介護
用車両への改造

改造費用の３分の２を乗
じて得た額。千円未満切
捨て。10 万円を限度。

--------
--------
--------
--------
--------
--------
--------
--------

--------
--------
--------
--------
--------
--------
--------
--------

--------
--------
--------
--------
--------
--------
--------
--------
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　心身に障がいがある方が使用する車両で次に該当する場合は、軽自動車税または自動車税の減免を受けるこ
とができます。
▷減免の対象となる車両
　心身に障がいのある方が通学・通勤・通所・通院などのために運転または同乗する車両
　※障がい者１人につき１台（軽自動車または普通自動車）
▷対象者　以下の①～④のいずれかに該当する方（３月３１日までに手帳の交付を受けている方が対象）
　①身体障害者手帳をお持ちの方で下の障害等級表の●または○に該当する方
　②療育手帳で判定がⒶまたはＡの方
　③精神障害者保健福祉手帳の障害者等級が１級で以下のいずれかに該当する方
　　・自立支援医療受給者証（精神通院）の交付を受けている方
　　・医療福祉費受給者証の交付を受けている方　
　　・当該障がいのために通院している方�
　④戦傷病者手帳をお持ちの方
▷減免対象の障害等級表 ▷申請に必要な書類等

　　軽自動車税
　　①�マイナンバーカードおよび本人

確認書類
　　②減免申請書
　　③身体障害者手帳等
　　④車検証の写し
　　⑤運転者の運転免許証の写し
　　⑥納税通知書
　※�普通自動車については、県税事務
所にお問い合わせください。

▷申請先
　軽自動車税：市税務課
　自動車税：常陸太田県税事務所
　　　　　　（高萩支所も可）
※�申請期限はともに５月３１日㈬とな
りますのでご注意ください。

問【軽自動車について】
　　税務課　市民税係� 内１５５
　【普通自動車について】
　　常陸太田県税事務所　
　　　� ☎０２９４－８０－３３１４　

障 害 者 手 帳
障　害　の　区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

視 覚 障 害 ● ● ● ●
聴 覚 障 害 ● ●
平 衡 機 能 障 害 ●

音 声 機 能 障 害
（咽頭摘出の場合に限る）

（音声機能、言語機能又はそしゃく障害）
●

上 肢 障 害 ● ●
下 肢 障 害 ● ● ● ○ ○ ○
体 幹 機 能 障 害 ● ● ● ○

乳幼児期以前の非進行性の
脳病変による運動機能障害

上肢機能 ● ●
下肢機能 ● ● ● ● ● ●

心 臓 機 能 障 害 ● ●
じ ん 臓 機 能 障 害 ● ●
呼 吸 器 機 能 障 害 ● ●
ぼうこう又は直腸機能障害 ● ●
小 腸 の 機 能 障 害 ● ●
免 疫 機 能 障 害 ● ● ●
肝 臓 機 能 障 害 ● ● ●

� ※○は、障がい者の方が運転する場合に限ります。

非破壊放射能検査の結果をお知らせします非破壊放射能検査の結果をお知らせします 農産物等の放射性物質濃度測定結果農産物等の放射性物質濃度測定結果
　市内で生産され市場に流通する水産物、農産物の非破壊
放射能検査を行っています（個人消費の水産物、農産物は
検査対象になりません）。
◆２月21日～３月22日までの検査結果

項目
検査
件数

検査結果
検査品目基準値を超過した件数

水産物 18 0
ヒラメ、マコガレイ、カサゴ、
ホシガレイ、メジナ、ハナダイ、
ベラ、メバル、アイナメ、黒ソイ

※�一般食品（水産物）の放射性物質の基準値は１００Bq/kg
です。
※�検査結果の詳細は市ホームページで公表しています。
� 問農林水産課　水産振興係　内３８２

◆２月18日～３月17日の測定結果
　（非破壊放射能検査施設にて測定）

測定
件数

検出件数
不検出件数

基準値超過 基準値以内

９ ７ ２ ０
測定
品目 猪肉 猪肉

※�基準値超過は、飲料水は10Bq/kg、それ以外は100Bq/
kgを超えた件数です。
※�測定を希望される方は、事前に非破壊放射能検査施設へ
電話予約をお願いします。
　　　　　　　� 問生活環境課　環境保全係　内３７５
　� 非破壊放射能検査施設　☎４６－３１５１

市内の放射線量の測定結果は、市ホームページでご確認ください。
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診療科 月 火 水 木 金

外来

午前

横谷 五十嵐 五十嵐（第1・3・5） 吉本 梶川

海老澤 横谷 海老澤 海老澤 吉本（第 1・3）�
横谷（第 2・4）

山下 鈴木（第 1・3・5）
海老澤（第 2・4） 鈴木 山下 鈴木

午後

五十嵐 横谷 五十嵐（第 1・3・5）
横谷（第 2・4） 吉本 五十嵐

鈴木 梶川 梶川 梶川 海老澤

海老澤（第 1・3・5）
山下（第 2・4）

鈴木（第 1・3・5）
山下（第 2・4）

海老澤（第 1・3・5）
山下（第 2・4） 鈴木 鈴木（第 1・3・5）

横谷（第 2・4）

訪問
午前 ○ ○ ○ ○ ○

午後 ○ ○ ○ ○ ○

飲酒量�
低減外来 午前 － － － △（完全予約制） －

心療内科 電話
予約 － △（完全予約制） △（完全予約制） － △（完全予約制）

◎１カ月の診療体制表は受付に準備していますので、気軽にお声掛けください。　 問 家庭医療センター　☎４３－１１３１

●外来・訪問診療のご案内●外来・訪問診療のご案内　　※学会等で休診、変更となる場合があります。※学会等で休診、変更となる場合があります。 令和５年４月１日現在令和５年４月１日現在

北茨城市民病院附属北茨城市民病院附属　家庭医療センターの診療体制　家庭医療センターの診療体制
【受付時間】午前／8時30分から11時30分まで　午後／1時30分から4時まで【受付時間】午前／8時30分から11時30分まで　午後／1時30分から4時まで
【診 療 科】内科、小児科、心療内科　　【休診日】土曜、日曜、祝日、年末年始【診 療 科】内科、小児科、心療内科　　【休診日】土曜、日曜、祝日、年末年始

　

高
血
圧
の
原
因
に
は
日
々
の
生
活
習
慣

が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
高
血
圧
治

療
の
基
本
は
、①
食
事
療
法
（
食
塩
制
限
）、

②
運
動
、
③
薬
で
す
。
今
回
は
、
食
塩
制

限
に
つ
い
て
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

食
塩
は
高
血
圧
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、

高
血
圧
の
予
防
や
管
理
に
は
減
塩
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
食
塩
摂
取
量
は
徐
々
に
低
下
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
男
性
で
平
均
10
・
８

ｇ
／
日
、
女
性
で
９・２
ｇ
／
日
（
平
成
26

年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
）
と
多
く
、
高

血
圧
患
者
さ
ん
の
大
部
分
は
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
推
奨
さ
れ
る
６
ｇ
／
日
未
満
を
守
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

食
塩
を
と
り
す
ぎ
な
い
工
夫
と
し
て
は
、

「
麺
類
の
ス
ー
プ
は
飲
ま
ず
に
残
し
、
醤
油

や
ソ
ー
ス
は
か
け
ず
に
ち
ょ
っ
と
つ
け
て

食
べ
る
」、「
加
工
食
品
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
は
控
え
、
外
食
も

控
え
る
」、「
市
販
の
だ
し
や
ス
ー
プ
の
素

は
使
わ
ず
、
手
作
り
し
て
塩
分
を
抑
え
る
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

食
塩
制
限
す
る
と
食
事
が
美
味
し
く
な

く
な
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
味
付

紙
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

け
の
工
夫
と
し
て
は
、「
塩
の
代
わ
り
に
酸

味
や
だ
し
を
効
か
せ
た
り
、
香
辛
料
で
料

理
に
ス
パ
イ
ス
を
プ
ラ
ス
す
る
」、「
適
度

に
ご
ま
油
や
オ
リ
ー
ブ
油
を
利
用
し
て
風

味
を
出
し
た
り
、
ご
ま
な
ど
の
香
ば
し
さ

を
生
か
す
」、「
生
姜
な
ど
で
香
り
付
け
し
、

味
付
け
に
変
化
を
つ
け
る
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。　
　

　

ま
た
、
野
菜
や
果
物
に
は
塩
分
を
体
か

ら
排
出
す
る
「
カ
リ
ウ
ム
」
と
い
う
成
分

が
含
ま
れ
て
い
て
、
血
圧
の
上
昇
を
防
ぐ

働
き
が
あ
り
、
摂
取
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

た
だ
し
、
果
物
の
食
べ
過
ぎ
は
カ
ロ
リ
ー

の
増
加
に
繋
が
る
の
で
、
適
量
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

血
圧
は
、
加
齢
に
よ
っ
て
急
に
上
が
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
い
時
期
か
ら
、

食
塩
摂
取
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
、
加

齢
に
よ
る
血
圧
上
昇
を
抑
え
、
高
血
圧
を

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
血
圧
の
予
防
の
た
め
に
も

　
　
　
　
　
　
食
塩
制
限
を

内
科
　
藤
枝
　
毅
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 　問市民病院　医事課　�（石）☎４６－１１２１内７３７３

【再来受付時間】�午前：８時から11時まで（午後：受付時間は各診療科に記載）
【休 � 診 � 日】�第２・第４土曜日、日曜祝日�

小 児 科
（救�急）

県北地区小児救急は、日立総合病院（☎ 0294-23-1111）に集約されています。�
救急受診の際は日立総合病院に電話連絡が必要です。

整 形 外 科　　月～金曜日は東京慈恵会医科大学附属病院の医師による診療です。
循環器内科 第１・３金曜日は茨城県立中央病院の医師による診療です。
呼 吸 器 科 第２金曜日は茨城県立中央病院の医師による診療です。
外 科 火・水曜日は手術日のため、診療までお待たせする場合があります。

歯科口腔外科 紹介状をお持ちの方優先です。混雑状況によっては受診できない場合がありますので、事前
にご確認ください。水曜日、第１・３木曜日は手術日です。

当院へ受診変更希望、他院からのご紹介の場合は診療情報提供書をお持ちください。

● ● 外来担当医のご案内外来担当医のご案内  

● ● 各科からのお知らせ各科からのお知らせ

　『完全面会禁止』のお願い 新型コロナウイルス感染症対策として、『完全面会禁止』としています。
入院患者さんの命を感染症から守る厳戒態勢の措置ですので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

北茨城市民病院診療体制北茨城市民病院診療体制
令和５年４４月１日現在

※1          は再診予約です。 ※2 カッコ内の数字は週数を表しています。※1          は再診予約です。 ※2 カッコ内の数字は週数を表しています。

感染症外来の
お知らせ

 　北茨城市民病院では新型コロナ
ウイルス感染症対策として感染症
外来を実施しています。
　予約制ですので、発熱、咳や風邪
症状等のある方は下記の時間にお
問い合わせください。

【診療日】平日 月・火・水・金曜日
【問合せ】平日 月～金
　　　　9：00 ～12：00
問 �感染症外来�☎ 46－１１２１㈹

診療科 月 火 水 木 金 土（1・3・5） 入院

内�科

午前
初診 法水・山本 宮本 真下

植草（2・3） 植草・井上
植草

法水（1・4・5）
井上（2・3）

当番制

○予約 植草・藤枝
井上 藤枝・山本 藤枝・横谷�

植草（1・4） 真下 藤枝・山本 植草・当番制

午　後
（予約のみ） 植草・藤枝 宮本 植草（５除く）�

藤枝 植草・法水 藤枝・宮本 *
腎臓内科専門外来
（予約のみ） * * * * 臼井（2・4） * *

神経内科専門外来
午　前 * 山田（1・3） * * * *

*神経内科専門外来
13：00～15：00 * 山田（1・3） * * * *

循環器内科
予約のみ

午　前 山尾　　　 山尾 * 山尾 非常勤（3） 山尾・油井 ○午　後 *　　 * 油井 山尾 非常勤（1） *
禁煙外来 * * * * * 油井

*動脈硬化外来 * * 油井 * * *
ペースメーカー外来 山尾 * * * * *

呼吸器科
予約のみ

午　前 * * * * 非常勤（2） * *

外�科
診療開始時間は�
医師名下段に記載

午　前 担当医
10：00 ～ *

田口
担当医�
10：00 ～

田口
10:00 ～

田渕�
９:00 ～�
小出
10:30 ～

大森
10:00 ～

小出
（1・3）
10:30 ～

担当医
10：00 ～ ○

午　後
（予約のみ） 小出 手術日 手術日 小出

宇佐美（1・3・5） * *

乳腺外来
（予約のみ） * 大竹（4） * 立花（2） 長塚（3） * *

産婦人科
午　前 小池 小池 小池 小池 井上 小池 ○

婦人科のみ午　後
13：00 ～16：00 * 小池 * * * *

眼�科
午　前 今留 * 今留 今留 今留 今留

○午　後
13：00 ～16：00 今留 * 今留 手術 今留 *

小児科
午　前 小宅・古田 砂押 平木・山田 関島� 平木 *

*
午　後

（予約のみ）
予防注射
古田 小宅 * 乳児健診

山田
関島

（3除く） 平木 *
心臓外来
（予約のみ） * * * * 堀米（４） *

泌�尿�器�科
午　前 * * 村上 * * *

*午　後
13：00 ～15：00 * * 村上 * * *

脳神経外科

午　前 * 杉山（４） 稲垣（1・3） 楠（1・2・4） * 中村

*

午　後
13：00 ～14：30 * * * 楠（2） 楠（1・4） * *

午　後
13：00 ～15：00 中村（2・4） * * * * *
しびれ外来

9：00 ～11：00 * * 稲垣（1・3） * * *

整形外科
午　前

（診療開始 9：30 ～） 窪田 小幡 稲垣 天神 西沢 *
*

午　後
13：00 ～15：00 窪田 小幡 稲垣 天神 西沢 *

耳鼻いんこう科
午　前 * 塚原 * 大澤 * 非常勤

*午　後
13：00 ～14：30 * 塚原 * 大澤 * *

皮膚科
午　前 橋本 橋本 橋本 倉持 橋本 橋本

要相談午　後
13：00 ～16：00 橋本 手術・検査 橋本 褥瘡外来

（2・4） 倉持 橋本 *

歯科口腔外科
午　前 飯坂 飯坂

菅野（2・4）
飯坂
大森 手術日 飯坂

福澤
手術日
（1・3） 高岡 飯坂

○午　後
13:00 ～16:00

（診療開始13:30 ～）
飯坂

飯坂
菅野（2・4）
萩原（1・3・5）

飯坂 飯坂・福澤 高岡 *



防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110 緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

　
「
磯
原
子
ど
も
の
家
」
は
、
乳
幼
児
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
た
め
の
集
い
の
場

所
で
す
。

　

室
内
遊
び
は
も
ち
ろ
ん
、
目
の
前
の
公

園
で
は
外
遊
び
も
楽
し
め
、
気
軽
に
集

ま
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
や
情
報
交
換
を
す
る

場
所
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
中
の
保
護
者
を
対
象
に

し
た
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
友
達

を
た
く
さ
ん
作
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

※ 

詳
細
は
、
上
記
の
ご
案
内
お
よ
び
市
社

会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問

子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

　
内
１
３
４

磯
原
子
ど
も
の
家

エ

ン

ゼ

ル

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
③
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子育て支援センターは、乳幼児のお子さんとそのお母さん等が気軽に集まる場所です。 
※ 利用に関しましては引き続き施設の指示に従い、手指の消毒等のご協力をお願いします。
※イベント情報は変更になる可能性がありますので、詳細は各施設へ
　お問い合わせください。

子育て支援センターのご案内子育て家庭を応援します

【４月、５月の主な予定】　対象：０歳～
中郷子どもの家 磯原子どもの家 エンゼル AIAI

開設
日時

月曜日～金曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日、日曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日
（祝日除く）

午前９時～午後４時 午前９時～午後４時 午前10時～午後３時 午前９時30分～午後４時

イ
ベ
ン
ト
日
時
と
内
容

■午前10時30分～11時30分 ■午前10時30分～11時30分 ■午前10時～正午 ■午前10時～ 11時30分

４　

月

7日 こいのぼり制作
（お部屋飾り） 7日 お誕生日会 4日 身体測定 11日 室内遊び

10日 知育遊び 11日 エプロンシアター 13日 こどもの日制作 14日 戸外遊び

11日 身体測定 13日 こいのぼり制作① 18日 リトミック教室
※要予約 18日 風船遊び

17・18日 母の日制作 20日 こいのぼり制作② 20日 こどもの日制作
お誕生日会 21日 運動遊び

20日 リトミック 26日 リトミック 21日 ネイル体験※要予約 25日 こいのぼり制作

24日 お誕生日会 27日 母の日制作① 27日 母の日制作
お誕生日会

25・26日 室内アスレチック 28日 ネイル体験※要予約

27・28日 カレンダー制作

５　

月

2日 しゃぼん玉遊び 1日 お誕生日会 2日 身体測定 12日 戸外遊び
8・9日 レストランごっこ 9日 健康講座 11日 しゃぼん玉遊び 16日 玩具制作

12日 ネイル体験※要予約 19日 クレヨン遊び
16日 リトミック教室※要予約 23日 室内遊び

18日 歯みがき制作　　　　　　　　　　　　　
お誕生日会 26日 運動遊び

（トランポリン）
19日 ネイル体験※要予約 30日 手形アート

25日 歯みがき制作　　　　　　　　　　　　　
お誕生日会

30日 親子交流会※要予約

問い合
わせ先 ☎42－2183 ☎44－6330 ☎42－0737

（磯原保育園内）
☎46－5811

（大津保育園内）



北茨城市役所　☎ 43 － 1111
おしらせ掲示板 北茨城市役所　☎43－1111

INFORMATION
お
知
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せ
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ふ
る
さ
と
魅
力
発
見
隊

「
深
緑
の
十
石
堀
探
訪
ツ
ア
ー

‐
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

 

を
巡
る
ハ
イ
キ
ン
グ
‐
」

募集
　

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
の
農

業
用
水
路
「
十
石
堀
」
と
周
辺
の

水
田
を
た
ど
り
、
多
様
な
農
村
文

化
と
自
然
環
境
の
魅
力
を
堪
能
す

る
散
策
で
す
（
無
料
）。

▽
と
き　
５
月
27
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
予
定
）

※
午
前
中
の
み
の
参
加
可

▽
集
合
場
所　

　

親
水
公
園
（
現
地
集
合
・
解
散
）

▽
対
象
者　

　

市
内
外
の
小
学
生
以
上

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
募
集
人
数　
40
名
（
抽
選
）

▽�

内
容　
十
石
堀
と
そ
の
周
辺
の

ハ
イ
キ
ン
グ

▽�

講
師　

岸�

秀
明
氏
（
茨
城
県

ふ
る
さ
と
水
と
土
指
導
員
）

▽�

申
込
方
法　
５
月
12
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
、
官
製
は
が
き
や

メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、「
十
石
堀

探
訪
ツ
ア
ー
」
と
明
記
し
て
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
下
記
へ

※�

申
込
者
全
員
へ
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

申
問
��〒
３
１
９

－

１
５
９
２

　

�

北
茨
城
市
磯
原
町
磯
原
１
６
３
０

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係　

�

内
４
３
３　
FAX
42

－

０
４
５
４

Mail� ky-syougai@
city.

 
kitaibaraki.lg.jp

「
栄
蔵
室
・
花
園
周
辺
」

 

ハ
イ
キ
ン
グ

募集
　

自
然
い
っ
ぱ
い
の
花
園
渓
谷
の

奥
に
あ
る
、
県
内
最
高
峰
の
山
・

栄
蔵
室
を
歩
き
、
新
緑
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？

※�

花
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
ご
案
内
し
ま
す
。

▽
と
き　
５
月
13
日
㈯

　

午
前
10
時
集
合

▽�

集
合
場
所　
亀
谷
地
湿
原
入
口

（
県
道
27
号
塙
大
津
線
沿
い
の

空
き
地
に
駐
車
し
ま
す
）

▽�

コ
ー
ス　
北
口
登
山
口
→
栄
蔵
室

→
北
口
登
山
口

▽
持
ち
物

�

・�

登
山
靴
ま
た
は
山
を
歩
け
る
靴

�

・
昼
食
と
行
動
中
の
飲
み
物

�

・
雨
具

▽
定
員　
10
名
程
度
（
先
着
）

▽�

申
込
方
法　
４
月
28
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
左
記
へ

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
時
、
ま
た
は
悪
天
候
時
は

中
止
と
し
ま
す
。

申
問
��社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
42

－

０
７
８
２

ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座

 

受
講
生
募
集

募集
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
い
ば
ら
き
Ｔ
Ｕ
・

Ｎ
Ａ
・
Ｇ
Ｕ
ジ
オ
」
で
は
、
茨
城

県
北
地
域
の
地
質
や
地
形
（
ジ
オ
）

の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
全
３
回
の
座
学
と

現
地
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
１
回
の

み
の
参
加
可
能
）。

▽
と
き　

　

①
６
月
11
日
㈰

　

②
９
月
10
日
㈰

　

③
10
月
８
日
㈰

▽
と
こ
ろ　

　

①�

常
陸
太
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

②
茨
城
県
北
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

　

③
那
珂
市
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

▽�

対
象
者　
茨
城
県
北
の
地
質
や

地
形
（
ジ
オ
）、
自
然
、
歴
史
に

興
味
の
あ
る
方

▽
募
集
人
数　
25
名
（
各
回
）

▽
参
加
費　
１
千
円
（
１
回
）

▽
内
容　

　

①
水
が
つ
く
る
自
然　

　

②�
世
界
か
ん
が
い
遺
産
十
石
堀
と

石
炭
層　

　

③
瓜
連
丘
陵
巡
検

▽
申
込
期
間　

　

４
月
17
日
㈪
～
28
日
㈮

▽
申
込
方
法　
電
話
で
左
記
へ

申
問
��常
陸
太
田
市
観
光
物
産
協
会

�

☎
０
２
９
４

－

72

－

８
１
９
４

海
洋
セ
ン
タ
ー　

施
設
清

掃
員
・
受
付
・
監
視
員
募
集

募集▽
募
集
基
準　
市
内
在
住
の
方

▽
募
集
人
数　
10
名

▽
勤
務
期
間　

　

６
月
15
日
㈭
～
８
月
31
日
㈭

▽�

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分

▽�

時
給　
９
２
０
円

　
　
　
　
（
交
通
費
別
途
支
給
）

▽�

申
込
方
法　
履
歴
書
を
郵
送
ま

た
は
直
接
左
記
へ

▽�

申
込
締
切　
６
月
１
日
㈭

▽�

面
接
日　
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

申
問
���〒
３
１
９

－

１
５
４
１

　

北
茨
城
市
磯
原
町
磯
原

�

１
２
０
６

－

１

　

市
体
育
施
設
指
定
管
理
者　

�

ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
（
石
田
）

�

☎
44

－

３
０
９
０

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
が
努
力
義
務
化

案内
　

自
転
車
に
乗
る
際
は
、
頭
部
を

保
護
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
道
路
交
通
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
は
自

転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
（
努
力

義
務
）。

　

自
転
車
利
用
時
は
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
し
っ
か
り
着
用
し
て
頭
部
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

問
���県
警
察
本
部　

�
☎
０
２
９

－

３
０
１

－

０
１
１
０

ひ
と
り
親
家
庭
等

 

自
立
促
進
講
習

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」

募集▽�

と
き　
６
月
25
日
㈰
～
10
月
22
日
㈰

14
日
間
（
各
日
曜
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
レ
ポ
ー
ト
提
出
４
回

▽�

と
こ
ろ　
県
母
子
寡
婦
福
祉
連　

合
会
ラ
ー
ク
・
ハ
イ
ツ
会
議
室

▽�

対
象
者　
母
子
家
庭
の
母
、
父

子
家
庭
の
父
、
寡
婦
で
全
日
程

出
席
で
き
、
今
後
就
労
を
希
望

す
る
方

▽
募
集
人
数　
20
名

▽
参
加
費　
６
千
円

※�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
保
険
料
が

別
途
か
か
り
ま
す
。

▽�

申
込
方
法　
５
月
25
日
㈭
（
必

着
）
ま
で
に
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
左
記
へ

※�

申
込
書
は
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

�

・�

託
児
所
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
（
２
歳
以
上
、
要
予
約
）

�

・�

ひ
と
り
親
家
庭
と
な
っ
て
７
年

未
満
で
所
得
が
一
定
以
下
の
方

は
、
交
通
費
の
一
部
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

HPhttps://w
w

w.ibaboren.or.jp

申
問
��〒
３
１
０

－

０
０
６
５

　

水
戸
市
八
幡
町
11

－

52

　

�

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
２
９

－

２
２
１

－

８
４
９
７
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い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

日
立
地
区
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

案内
　

就
職
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
就

職
支
援
を
行
う
茨
城
県
の
機
関
で

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽�

主
な
サ
ー
ビ
ス　
求
人
情
報
提

供
、
職
業
紹
介
、
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、就
活
セ
ミ
ナ
ー

（
月
３
回
）、
市
役
所
内
で
の
出

張
相
談
（
月
１
回
）

▽�

利
用
時
間　
月
～
金
曜
日

　

�

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

問
��い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

日
立
地
区
セ
ン
タ
ー　

�

☎
０
２
９
４

－

27

－

７
１
７
２

　

い
ば
ら
き
出
会
い

 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
入
会
登
録
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

案内
　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
、
県
が
労
働
団
体
と
共

同
で
設
立
し
た
組
織
で
あ
り
、
結

婚
を
希
望
す
る
独
身
の
方
を
対
象

に
、
会
員
登
録
制
に
よ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
探
し
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

女
性
会
員
の
増
加
を
図
り
、
よ

り
多
く
の
出
会
い
の
機
会
を
創
出

す
る
た
め
、
女
性
を
対
象
と
し
た

入
会
登
録
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▽
対
象
期
間　
４
月
１
日
㈯
～

　

令
和
６
年
３
月
31
日
㈰

▽�

対
象
者　
期
間
中
、
セ
ン
タ
ー

に
入
会
登
録
す
る
女
性

※�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
外
の
方
は

市
の
助
成
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

HPhttps://w
w

w.ibccnet.com

申
問
��

【
入
会
登
録
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

　

�

い
ば
ら
き
出
会
い

�

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
２
９

－

２
２
４

－

８
８
８
８

【
市
の
助
成
制
度
】

　

子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

�

内
１
３
４

ひ
き
こ
も
り
相
談

案内
　

県
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ご
家
族
の
ひ
き
こ
も

り
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
を
対
象

に
出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
「
外
出
す
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
」、「
動
き
出
し
た
い
け
ど

動
け
な
い
」
等
の
困
り
ご
と
な
ど
、

ま
ず
は
相
談
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、

一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
と
き　
５
月
18
日
㈭

　

午
後
１
時
～
３
時

※
相
談
１
件
50
分

▽�

と
こ
ろ　
市
地
域
福
祉
交
流
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室

▽�

対
象　
県
内
在
住
の
ひ
き
こ
も

り
問
題
で
お
困
り
の
ご
本
人
や

そ
の
ご
家
族

▽�

申
込
方
法　
５
月
17
日
㈬
ま
で

に
電
話
か
メ
ー
ル
で
左
記
へ

問
���県
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
火
曜
～
土
曜　

午
前
９

時
～
午
後
６
時
）

�

☎
０
２
９
６

－

48

－
６
６
３
１

�

Mailinfo@
ibahiki.org

献
血
を
実
施
し
ま
す

案内▽�

と
き　
４
月
11
日
㈫
、
５
月
23

日
㈫
、
10
月
10
日
㈫
、
令
和
６

年
２
月
１
日
㈭

　

�

午
前
10
時
～
11
時
45
分
、
午
後

１
時
～
４
時

※�

４
月
11
日
は
午
前
10
時
か
ら
12

時
30
分
の
み

▽
と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

▽�

主
催　
北
茨
城
市
、
北
茨
城
桜

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

問
��健
康
づ
く
り
支
援
課�

内
１
９
７

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

案内
　

国
税
に
関
す
る
相
談
や
質
問
は

電
話
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
自
動

音
声
案
内
に
従
っ
て
「
１
」
を
選

ぶ
と
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

税
務
署
窓
口
で
の
相
談
は
、
混

雑
緩
和
の
た
め
、
原
則
と
し
て
事

前
予
約
制
で
す
。
事
前
予
約
の
ご

希
望
は
、
自
動
音
声
案
内
「
２
」

を
選
択
し
て
、
担
当
者
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

問
��日
立
税
務
署　

�

☎
０
２
９
４

－

21

－

６
３
４
６

前
期
乙
４
類
危
険
物
取
扱
者

 

試
験
準
備
講
習
会

案内▽
と
き　

　

５
月
31
日
㈬
～
６
月
２
日
㈮

　

午
後
６
時
～
９
時

▽
と
こ
ろ　
市
消
防
本
部

▽�

講
習
科
目　
物
理
学
と
化
学
の

基
礎
知
識
、
危
険
物
の
性
質
並

び
に
そ
の
火
災
予
防
及
び
消
火

の
方
法
、
危
険
物
に
関
す
る
法

令
▽
受
講
料

　

北
茨
城
市
危
険
物
安
全
協
会

　

会　

員
：
３
千
円

　

非
会
員
：
５
千
円

※
ど
ち
ら
も
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む

▽�

申
込
方
法　
５
月
12
日
㈮
ま
で

に
受
講
料
を
添
え
て
左
記
へ

▽
会
場
試
験
に
つ
い
て

 

・ 

と
き　

６
月
24
日
㈯

 

・ 

と
こ
ろ　

　
《
日
立
市
会
場
》

　

茨
城
大
学
工
学
部

　
《
水
戸
市
会
場
》

　

水
戸
啓
明
高
等
学
校

�

・ 

願
書
受
付
期
間

　
《
書
面
申
請
》

　

５
月
１
日
㈪
～
５
月
12
日
㈮

　
《
電
子
申
請
》

　

４
月
28
日
㈮
～
５
月
９
日
㈫

※�

書
面
申
請
に
よ
る
試
験
願
書
は

消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

申
問
��消
防
本
部　

危
険
物
係

�

☎
42

－

０
１
１
９

令
和
５
年
度 

　
　
　

自
衛
官
等
募
集

案内※�

技
術
（
海
上
・
航
空
）
幹
部
、

技
術
（
海
・
空
）
曹
、
予
備
自

衛
官
補
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

HP� https://w
w

w.m
od.go.jp/pco/

ibaraki

問
���自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部�

　

日
立
出
張
所

　

☎
FAX
０
２
９
４

－

21

－

１
５
２
４

種目 応募資格 受付期間 試験日

自衛官候補生
18 歳以上 33 歳未満の方
（採用予定月末日現在）

通年 受付時にお知らせ

一般曹候補生 ３月1日～
５月９日

1次：５月19日～ 28日
2 次：６月17日～７月２日
（うち指定する１日）

幹部候補生
（一般・歯科・
薬剤科）

大卒程度：22 歳以上 26 歳未満の方
院卒程度：20 歳以上 28 歳未満の方
歯科・薬剤科：20歳以上 30歳未満の方

（いずれも卒業見込含）

３月1日～
４月14日

1次：４月22日、23日
2次：５月26日～６月１日
3次：【海】６月22日～26日
�������【空】７月15日～８月３日



I N
F O R

M A T I O N おしらせ掲示板 北茨城市役所　☎43－1111
INFORMATION

27
広報 きたいばらき ４月号

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線・携帯電話 ☎＃8000
すべての電話 ☎050-5445-2856

茨城おとな救急電話相談

プッシュ回線・携帯電話 ☎♯7119
すべての電話 ☎050-5445-2856

24時間
365日
対応可

休日休日のの

当番医当番医

軽自動車税
５月 31 日㈬

来月の
納税

各
種
相
談
な
ど

申 問まちづくり協働課　広報広聴係　内１９３

■元気ステーション総合相談窓口
医療や介護に関するご相談
平日　午前９時～午後７時
問元気ステーション
　☎４４－７１１１

■いばらき就職支援センター出張相談
４月18日㈫　午前10時～午後３時
市役所４階４０１会議室
問商工観光課　内３６２

■精神保健相談（要予約）
　４月12日㈬
　問健康づくり支援課
　内１９６

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により中止となる場合があります。

診 療 時 間 　 午 前 ９ 時 ～ 午 後 ５ 時

4/9 あおぞらクリニック 4/29 かもめ・大津港クリニック 5/4 家庭医療センター
☎ 30-7770（中郷町） ☎ 46-0133（大津町） ☎ 43-1131（中郷町）

4/16 市民病院 4/30 北茨城クリニック 5/5 瀧病院
☎ 46-1121（関南町） ☎ 46-5101（大津町） ☎ 42-1221（磯原町）

4/23 廣橋クリニック 5/3 北茨城中央クリニック 5/7 市民病院
☎ 46-5111（大津町） ☎ 30-1600（磯原町） ☎ 46-1121（関南町）

市立図書館

新 刊 図 書
４
月

－April －

市立図書館　☎４２－１４５１

● 朝星夜星 朝井 まかて

● 猛き朝日 天野 　澄希

● ゆうべの食卓 角田 　光代

● 好きになってしまいました。 三浦 しをん

● いちじくのはなし しおたにまみこ

● ぴょん 高畠　　 純

☆図書館おはなし会☆
　４月５日㈬、 19日㈬ 
　午前10時～10時30分

　☆エプロンシアター☆
　　４月８日㈯　午前10時30分～11時

☆ぽっぽのおはなし会☆
　４月26日㈬　午前10時～11時

☆クーミンの英語のおはなし会☆
　４月30日㈰　午前11時～11時30分

※ 最新情報はホームページをご確認いただくか、図書館までお問い合わせください。

４月 - ５月
日 月 火 水 木 金 土

4/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 5/1 2 3 4 5 6

 は休館日です。
（４月 11 日㈫ ～16 日㈰はシステム入れ替えのため臨時休館です。）

★無料相談★ 法�律�相�談 行�政�書�士�相�談 �人�権�相�談

と 　 　 き ５月10日㈬
午前10時～午後４時30分

５月９日㈫
午後１時～５時

４月21日㈮
午後１時～３時

と こ ろ い ず れ も 市 役 所 4 階 会 議 室

申 込 方 法
指定の電話予約開始日の午前８時30分～９時10分までは

予約専用電話４３－２３２４へ以降は下記へお申し込みください。
※相談時間の指定はできませんのでご了承ください。

事前予約不要
当日、直接会場へ
お越しください。

電話予約開始日 ４月28日㈮ ４月27日㈭
備 　 　 考 弁護士による相談（相談時間20分） 行政書士による相談（相談時間40分） 人権擁護委員による相談
内 　 　 容 土地の問題や金銭貸借、離婚、相続 相続や遺言、各種行政手続き いじめ、差別、嫌がらせ

※新型コロナウイルス感染症予防のため、受診する前に必ず電話してください。



43ｰ3110☎防災行政無線確認電話番号
市政に関する提言は…市長へのFAX 30ｰ1350

緊急情報メール
配信登録

北茨城市
ホームページ

iOSAndroid

きたいばナビ市の人口と世帯 令和５年３月１日現在　（　）内は前月比

総人口… 40,273人( －110)  出 生…   11人 ( 　   0)
　　男…  20,100人( －  46)  死 亡…   77人 ( ＋ 10)
　　女…  20,173人( －  64)  転 入…  65人 ( － 38)
世帯数…  17,033世帯(－36)  転 出… 109人 ( ＋   7)

いつもニコニコ元気いっぱいのりきくん。たくさんお話し
もしておうたもうたって毎日楽しいね。これからもすくすく
大きく育ってね。

長谷川家の３番目の孫です。とても愛嬌が良く、生まれた
時から、誰にでもニコっとして、可愛い笑顔を振りまいてま
す。これからも、笑顔いっぱい振りまいてね♪♪

畠中さん家
磯原町

長谷川さん家
中郷町 

凌生ちゃん

（２歳10カ月）

り　き

希莉ちゃん

（５カ月）

まもり

父：仁さん／母：三紗さん 祖父：昌規さん／祖母：裕子さん
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私
の
し
ょ
う
ら
い
の
夢
は
、
小

学
校
の
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。

私
が
先
生
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
、
私
が
通
う
中
妻
小

学
校
の
先
生
た
ち
が
と
て
も
良
い

先
生
た
ち
で
、
あ
こ
が
れ
た
か
ら

で
す
。

　
一
人
一
人
の
良
さ
を
見
つ
け
て

く
れ
た
り
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
と
、
す
ぐ
に
助
け
て
く
れ

る
や
さ
し
さ
が
、
い
つ
も
う
れ

し
く
て
、
私
も
そ
の
よ
う
な
存

在
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
今
、
私
が
小

学
校
の
先
生
に
な
る
た
め
に
努

力
し
て
い
る
こ
と
は
、
字
を
き

れ
い
に
美
し
く
書
く
こ
と
や
、

苦
手
な
こ
と
を
少
し
で
も
こ
く

ふ
く
し
、
減
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
何
事
も
一
生
け
ん
命
取
り

組
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
し
ょ
う
ら
い
の
夢
が
か
な

い
、
小
学
校
の
先
生
に
な
れ
た

際
に
は
、
児
童
一
人
一
人
を
大
切

に
し
、
毎
日
学
校
に
通
う
こ
と
が

楽
し
く
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
、
明
る

い
学
級
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

　
そ
し
て
、
今
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
先
生
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
お

仕
事
を
し
た
い
で
す
。

　
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
は
、
つ

ら
く
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
じ
様
に
、

楽
し
く
、
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
も

き
っ
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私

は
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
こ
と
に

ち
ょ
う
せ
ん
し
、
何
事
に
も
負
け

な
い
心
の
強
さ
を
身
に
付
け
、
夢

に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
き
た
い

で
す
。

小
学
校
の
先
生
に

　
　
　
　
　
な
り
た
い 中妻小学校 ６年

山縣 アリスさん

  

４
年
ぶ
り
に
開
催
！

 

　  

ひ
た
ち
国
際
大
道
芸
２
０
２
３

　

世
界
で
活
躍
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
た
ち

総
勢
約
20
組
が
、
日
立
市
に
大
集
合
！
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と
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①
５
月
13
日
㈯　

正
午
～
午
後
７
時
30
分

②
５
月
14
日
㈰　

午
前
11
時
～
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ

�

①�

日
立
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
新
都

市
広
場
（
日
立

市
幸
町
）
ほ
か

②�

よ
か
っ
ぺ
通
り

（
日
立
市
多
賀

町
・
常
陸
多
賀

駅
前
）
ほ
か

問
��日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
交
流
事
業
課　

�

☎
０
２
９
４

－

24

－

７
７
１
１

〈
竜
神
峡
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り
〉

　

新
緑
の
渓
谷
を
、
約
１
千
匹
の
鯉
の
ぼ

り
が
群
泳
す
る
姿
は
圧
巻
で
す
。
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と
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�

４
月
29
日
㈯
～

５
月
14
日
㈰

▽�

と
こ
ろ　
竜
神

大
吊
橋
（
常
陸

太
田
市
天
下
野

町
）
ほ
か

問
��（一
社
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陸
太
田
市
観
光
物
産
協
会
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